
新たな門出
　1月11日（日）に行われた成人式で、
新成人を代表して宮本亮さんと浅野加
奈さんが、「成人として自覚を新たに生き
ていきたい」などと新成人としての決意
を述べました。
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広報あかいわ
No.47（平成21年2月1日）

赤磐市の人口（1月1日現在）
　●人口…45,314人（−12）
　●男…21,668人（−16）　●女…23,646人（＋4）
　●世帯数…16,607世帯（＋6）

（　）内は12月1日との差

2 成人式

4 消防出初式

6

パブリックコメント（意見募集）
◦赤磐市障害福祉計画（素案）
◦平和都市宣言（素案）

7 空き家情報バンク

8 税務課から申告のお知らせ

10 公民館へ行こう

13
人権コラム㉗

「ハンセン病」への偏見や差別について

14 ズームアップ図書館

15 郷土の人物㉒「三宅　平」

暮らしのカレンダー

18 スポーツ・トピックス

19
わたしのあなたの健康㊻

「転ばぬ先の杖、転倒予防で健康寿命を」

20
情報BOX

「麻しん・風しん予防接種」ほか

27

読者のページ
栄養委員の一口メモ

「かす汁・じゃがいものスープ」

28
まちのわだい

「スポーツ環境を考えよう」ほか

32
ふるさとの史跡探訪㊻

「戸津野の宝筺印塔・西勢実の宝篋印塔」

CONTENTS

●
一
つ
の
株
か
ら
三
個
の
白
菜

　

津
島
千
秋
さ
ん（
桜
が
丘
西
十
丁
目
）の
畑
で
採
れ

た
珍
し
い
白
菜
。「
苗
を
買
っ
た
と
き
は
一
株
で
し
た

か
ら
得
し
た
気
分
で
す
」と
に
っ
こ
り
。

受け付けをする新成人

新成人
おめでとう

大人の仲間入り
が
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一
月
十
一
日（
日
）、山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
対
象
者
は
、男
性
が

二
百
三
十
一
人
、女
性
が
二
百
四
十
二
人

の
計
四
百
七
十
三
人
。こ
の
日
、市
外
か

ら
の
出
席
者
も
含
め
三
百
九
十
二
人
が

出
席
。中
学
時
代
の
友
人
や
恩
師
ら
と

も
に
”二
十
歳
の
門
出
“を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、砂
川
清
流
太
鼓
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
。

続
い
て
市
長
、議
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、成
人
式
実
行
委

員
が
編
集
し
た
中
学
校
時
代
の
運

動
会
や
修
学
旅
行
な
ど
の
記
念
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
上
映
さ
れ
、懐
か
し
い
思
い
出

が
場
内
を
包
み
込
み
ま
し
た
。ま
た
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、抽
選

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
新
成

人
た
ち
か
ら
は
、歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

▲砂川清流太鼓のメンバーの見事な太鼓演奏

▲懐かしい場面に場内から歓声もあがりました

▲▼久しぶりに会う友人たちと談笑したり、記念撮影したり…

　
新
成
人
を
代
表
し
て
久
本
八
千
代
さ
ん
が

◀
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
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一
月
十
八
日（
日
）、山
陽
ふ

れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
で
赤

磐
市
消
防
出
初
式
が
、開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
活
動
す
る
、消

防
職
団
員
の
代
表
者
約
六
百

人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、力
強
く
厳

か
に
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
平
成
二
十
年
度
優
良
消
防

職
団
員
表
彰
受
章
者（
敬
称
略
）

岡
山
県
知
事
表
彰

❖
永
年
勤
続
功
労
章

【
山
陽
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
】

　
岩
本
　
武
明

【
山
陽
方
面
隊 
分
団
長
】

　
遠
藤
　
正
明

【
赤
坂
方
面
隊 
副
分
団
長
】

　
森
　
庄
朗

【
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
】

　
有
馬
　
幸
一

【
消
防
本
部 

消
防
司
令
】

　
木
庭
　
正
宏

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

❖
功
労
章

【
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
長
】

　
中
田
　
浩
二
　

【
山
陽
方
面
隊 

分
団
長
】

　
黒
澤
　
修
二

【
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
】

　
堀
　
　
道
夫

【
消
防
本
部 

消
防
司
令
】

　
西
岡
　
照
真

❖
表
彰
章

【
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
行
本
　
健
一
／
田
中
　
睦
人

　
坪
井
　
克
樹
／
大
窄
　
暢
毅

【
山
陽
方
面
隊 

部
長
】

　
藤
原
　
利
明
／
池
本
　
長
秀

【
赤
坂
方
面
隊 

機
動
部
長
】

　
冨
山
　
雅
史

【
赤
坂
方
面
隊 

部
長
】

　
松
岡
　
裕
之

【
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
森
本
　
　
隆

【
熊
山
方
面
隊 

部
長
】

　
國
松
　
雅
和

【
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
石
本
　
英
信
／
阪
本
　
直
哉

【
吉
井
方
面
隊 

部
長
】

　
金
光
　
一
朗

【
消
防
本
部 
消
防
司
令
補
】

　
小
竹
森
美
宏

❖
青
年
章

【
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
影
山
　
茂
樹

【
赤
坂
方
面
隊 

団
員
】

　
采
本
　
公
良

【
吉
井
方
面
隊 

班
長
】

　
川
原
　
邦
夫

❖
精
勤
章

【
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
小
坂
真
佐
之

【
山
陽
方
面
隊 

団
員
】

　
大
森
純
一
郎
／
犬
飼
　
秀
文

　
富
山
　
　
功
／
社
　
　
清
仁

【
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
】

　
片
山
　
　
学

【
赤
坂
方
面
隊 

部
長
】

　
清
野
　
千
秋

【
赤
坂
方
面
隊 

団
員
】

　
三
宅
　
厚
二

【
熊
山
方
面
隊 

班
長
】

　

﨑
　
俊
彦

【
熊
山
方
面
隊 

団
員
】

　
土
井
　
真
人
／
松
田
　
典
久

　
金
光
　
英
明
／
中
溝
　
章
博

【
吉
井
方
面
隊 

機
動
部
長
】

　
是
松
　
　
誠

【
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
】

　
末
石
　
憲
史

【
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
重
森
　
裕
之

【
吉
井
方
面
隊 

部
長
】

　
南
部
　
元
雄

【
吉
井
方
面
隊 

班
長
】

　
火
野
口
二
三
夫

【
吉
井
方
面
隊 

団
員
】

　
長
井
　
隆
志
／
竹
内
　
英
樹

　
藤
原
　
雅
巳
／
右
近
　
輝
美

　
橘
　
　
裕
之
／
利
広
　
仁
美

　
延
岡
　
好
幸

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

❖
会
長
表
彰

【
山
陽
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
矢
部
　
　
寿
／
奥
山
　
高
芳

【
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
古
本
　
浩
之
／
深
田
　
修
行

【
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
】

　
武
内
　
輝
昭

【
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
和
氣
　
弘
明

【
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
久
山
　
　
透

【
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
荒
島
　
恭
憲

力
強
く
厳
か
に
出
初
式

▲昨年の一斉放水の様子



女性消防団員
歓迎!!

団吉
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　消防団は、それぞれ仕事を持ちながら、「自分の地域
は自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安心・安
全を守るために活躍している人たちが集まる消防機関
の1つです。
　火災発生時の消火活動、地震や風水害などの災害発
生時の救助・救出活動、警戒巡視、災害防ぎょ活動などに
従事し、地域住民の生命や財産を守るために活躍してい
ます。また、災害発生時だけでなく、平常時にも訓練、防
火指導、広報活動など防災力の向上や地域に密着したコ
ミュニティ活動などに「地域の防災リーダー」として重要
な役割を担っています。
　女性消防団員には、火災予防や地域防災などの広報・
啓発活動を主に、消防団が行う各種行事への参加、災害
時の後方支援などを行っていただく予定です。

■募集人員・資格
◦募集人員は、消防団が市内4方面隊の分団各部の構成ですので、それぞれの部の定数に欠

員を生じた人員数となります。入団希望により該当の分団各部との協議調整により入団いた
だくことをご承知ください。　

◦赤磐市に居住し、または勤務場所を有する18歳以上50歳未満の人
　（ただし、任命権者が特に必要と認めた場合は、この限りでない）
◦健康で防災意欲、ボランティア精神の旺盛な人

■募集期間

3月9日（月）まで

■消防団員の処遇
◦条例に基づき年報酬・手当が支給されます。
◦活動に必要な被服を貸与します。
◦公務災害補償、退職報償金、表彰などの制度があります。

■問い合わせ・申し込み先
◦消防本部消防総務課消防団係（山陽方面隊）　☎９５５-２２４５
◦赤 坂 支 所 内 消 防 団 担 当（赤坂方面隊）　☎９５７-２２２２
◦熊 山 支 所 内 消 防 団 担 当（熊山方面隊）　☎９９５-１２１１
◦吉 井 支 所 内 消 防 団 担 当（吉井方面隊）　☎９５４-１１１１

4 月 採 用 予 定
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市
で
は
、現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
障
害

福
祉
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、計
画
素
案
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
）を
募
集
し
ま
す
。

■
障
害
福
祉
計
画
と
は

　

障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
八
条
の
規

定
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
で
、障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
見
込
み
な
ど
を
定
め
る
計
画
で

す
。

■
意
見
の
提
出
対
象
者

　

市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

■
計
画
の
閲
覧

①
赤
磐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

②
窓
口
で
の
閲
覧

　

○
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

■
意
見
の
募
集
期
間

　

二
月
二
日（
月
）～
二
月
二
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
社
会
福

祉
課・各
支
所
健
康
福
祉
課
へ
備
付
）に
住

所・氏
名・連
絡
先
と
本
件
へ
の
意
見
を
記
入

の
上
、郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・持
参
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
）。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。ま
た
、ご
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。提
出
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
個
人
情
報
を
除
き
、す

べ
て
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

〒
７
０
９
―
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

　

ＦＡＸ（
９
５
５
）１
１
１
８

赤
磐
市
障
害
福
祉
計
画（
素
案
）に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、豊
か
な
自
然
と
平
和
な
暮
ら
し

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、平
和
の
意

味
と
そ
の
尊
さ
を
見
つ
め
直
し
、真
の
恒
久

平
和
を
実
現
で
き
る
よ
う
、平
和
都
市
宣

言
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
平
和
都
市
宣
言（
素

案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
対
象
者　

　

市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

■
意
見
の
募
集
期
間

　

二
月
十
二
日（
木
）ま
で　

■
意
見
の
提
出
方
法　

　

指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
企
画
課・

各
支
所
市
民
生
活
課
へ
備
付
）に
住
所
、氏

名
、連
絡
先
と
本
件
へ
の
意
見
を
記
入
の
上
、

郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
）。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。ま
た
、ご
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。提
出
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
個
人
情
報
を
除
き
、す

べ
て
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

nformation
市 政 だ よ り

■
問
い
合
わ
せ・意
見
の
提
出
先

　

本
庁
企
画
課　

 

　

〒
７
０
９
―
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２　

　

ＦＡＸ（
９
５
５
）１
２
６
１

平
和
都
市
宣
言（
素
案
）に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
平
和
都
市
宣
言（
素
案
）》

　
豊
か
な
自
然
と
明
る
く
平
和
な

暮
ら
し
は
、私
た
ち
人
類
の
共
通
の

願
い
で
す
。

　
し
か
し
、世
界
の
各
地
で
は
、依
然

と
し
て
武
力
に
よ
る
多
く
の
紛
争
が

繰
り
返
さ
れ
、世
界
の
平
和
と
安
全
、

人
類
の
生
存
に
深
刻
な
脅
威
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
を
経
験
し
た
我
が
国
は
、世

界
で
唯
一の
被
爆
国
と
し
て
、戦
争
や

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
と
苦
し
み
を
深

く
か
み
し
め
、平
和
の
尊
さ
を
世
界

の
人
々
に
強
く
訴
え
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
赤
磐
市
は
、世
界
の
恒
久
平
和
と

核
兵
器
の
廃
絶
を
願
い
、市
民
と
と

も
に
希
望
に
満
ち
た
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
築
き
、か
け
が
え
の
な

い
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＜情報バンクのイメージ＞
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　市では、農村地域への定住促進による地域の活性化と農地の荒廃防止を目的として、「農村地域空き家等情報バ
ンク」を２月１日から新たに開設します。
　この情報バンクは、市内の「農村地域」にある「空き家など」の情報を募集し、移住を考えている都市住民などへホ
ームページで広く紹介していくものです。市内の農村地域に一時的または将来的にも使わない空き家などを持って
いる人で、貸したい、売りたいと考えている人は、ぜひこの情報バンクに登録してください。また、親せきや知人に空
き家などを持っている人がおられましたら、ぜひこの制度をご紹介ください。ただし、市は情報の収集と提供のみで、
交渉に直接関わることはありません。登録方法など、詳しくは担当課へお問い合わせください。

　▪ 対象地域 ＝ 「農村地域」 とは？

　市内の都市計画区域以外の区域（赤坂地域、桜が丘東地区を除く熊山地域、吉井地域）とします。

　▪ 対象物件 ＝ 「空き家など」 とは？

　市内の農村地域にある「空き家（その敷地を含む）」および「空き家とともに利用できる耕作可能な空き農地」とし
ます。

『農村地域空き家等情報バンク』がスタートします！
「空き家」および「空き家とともに利用できる空き農地」の登録をお待ちしています。
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　市の申告相談を利用される人は、9ページ掲載の『申告相談日程表』をご確認のうえ、ご自分の地区別指定日に該当の
会場へお越しください。
　なお、市県民税（住民税）申告に限り、本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは、地区別指定日がありませんので、
ご都合の良い相談日にお越しください。
　ご自身で確定申告書や住民税申告書が作成できた人は、本庁税務課（※申告相談を行っていない休日は、本庁舎北側
の職員通用口）に「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご利用ください。
　また、申告書は郵送で提出することもできます。申告書に記入し、所得や控除の証明となる資料を添付して、確定申告
書は瀬戸税務署へ、住民税申告書は本庁税務課へお送りください。

◇土地建物・株式等の譲渡所得や先物取引による所得を申告される人、営業所得・不動産所得を申告される人、住宅借入
金等特別控除を申告される人、青色申告をされる人は、瀬戸税務署で申告をしてください。また、瀬戸税務署から別に
案内のあった人も、瀬戸税務署で申告をしてください。

◇農業所得・営業所得・不動産所得を申告される人は、必ず事前に「収支内訳書」を作成しておいてください。

所得税〔確定申告〕 市県民税〔住民税〕

申
告
が
必
要
な
人

◆営業所得・農業所得・不動産所得・一時所得・雑所得（公
的年金等）などがある場合

　平成２０年中の各種の所得金額の合計額から、基礎控除
その他の所得控除を差し引き、その金額を基として計算
した税額から配当控除額を差し引いて残額のある人

◆給与所得者の場合
　給与所得者は、通常の場合「年末調整」により所得税が

精算されますので申告の必要はありませんが、次のよう
な人は、申告をしなければなりません。

　○給与の収入金額が２,０００万円を超える人
　○給与や退職所得以外の所得が２０万円を超える人
　○給与を２か所以上からもらっている人・・・・など
　なお、医療費控除や寄付金控除等を追加する場合など

も、申告が必要です。
◆「住宅借入金等特別控除」を受ける場合
　平成２０年中に住宅の新築および購入・増改築等を行っ

た人で、一定の要件を満たしている人は、還付を受ける
ための申告ができます。

＊「住宅借入金等特別控除」を受ける場合は、瀬戸税務署
で申告をしてください！

○平成２１年１月１日現在、赤磐市に住んでいる人で、確定申告
の必要はないが、住民税はかかる人＝平成２０年中の全ての
所得の合計金額が２８万円を超える人

○国民健康保険加入世帯、後期高齢者医療保険被保険者（７５
歳以上の人）または介護保険第1号被保険者（６５歳以上の
人）のおられる世帯の人

　※なお、高齢者で収入が公的年金のみのような場合、その額
によっては、便宜上申告に代えて、社会保険庁などから市
へ送付される年金資料をもとに課税をさせていただくこ
とがあります。

○所得税の確定申告をした人や、給与以外に所得がなく年末調
整をされた人は、あらためて住民税申告をする必要はありま
せんが、次のような人は申告をしなければなりません。

　①給与以外に、営業・農業・不動産・一時・雑所得などがあって、
それらの所得の合計が２０万円までの人（※２０万円を超
えると所得税の確定申告が必要となります）

　②年途中での退職などで年末調整をしていない人や、給与・
賃金の支払者から市へ「給与支払報告書」の提出がなかっ
た人（※収入の額によっては、所得税の確定申告が必要と
なる場合もあります）

申
告
に
必
要
な
も
の

★印鑑（シャチハタは不可）と次のもの
○申告書が送付されている人は、その申告書
○給与、雑所得（公的年金や個人の定期年金など）、一時所

得（生命保険や損害保険の満期など）、配当所得などの
ある人は、源泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可）

○社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料・任意継続の社会保険料・介護保険料な
どの領収書または支払った金額の分かるもの。また、国
民年金保険料については、保険料を支払ったことを証明
する書類（社会保険庁から事前に送付される「国民年金
保険料控除証明書」 または、保険料の領収証書）

○生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支払保
険料の証明書

○医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、保険な
どで補てんされた金額があればその明細書、寝たきりの人な
どのおむつ使用証明書など（支払った医療費や補てん額につ
いては、必ず事前に計算しておいてください！）

○障害者控除を受ける人は、身体障害者手帳や療育手帳など
○寄付金控除を受ける人は、寄付金の受領証など
○「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄本、売買契

約書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、住宅取得
資金に係る借入金の年末残高等証明書など

＊「住宅借入金等特別控除」に関する詳細・申告相談について
は、瀬戸税務署へお問い合わせください！

◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預金口座の分か
るもの

◎ 以下のことを厳守してください!! ◎

申告期間 : 2月16日（月）～3月16日（月）
まもなく申告が始まります!!

◎ 申告のてびき ◎
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■山陽会場　※高月･西山公民館は、《受付》午前９時～午後３時
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 月 長尾・立川 赤磐市役所（２階大会議室）

17 火 河本・下市 赤磐市役所（２階大会議室）
18 水 熊崎・南方・斎富 赤磐市役所（２階大会議室）
19 木 鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有 西 山 公 民 館
20 金 馬屋・和田・岩田・穂崎 高 月 公 民 館
23 月 沼田・中島 赤磐市役所（２階大会議室）
24 火 日古木・二井・高屋 赤磐市役所（２階大会議室）
25 水 上市・正崎・五日市 赤磐市役所（２階大会議室）
26 木 尾谷・津崎・神田 赤磐市役所（２階大会議室）
27 金 山陽１～２丁目 赤磐市役所（２階大会議室）

3 2 月 山陽３～４丁目 赤磐市役所（２階大会議室）
3 火 山陽５～７丁目 赤磐市役所（２階大会議室）
4 水 山陽団地全域 赤磐市役所（２階大会議室）
5 木 馬屋・和田・岩田・穂崎 赤磐市役所（２階大会議室）
6 金 鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有 赤磐市役所（２階大会議室）
9 月 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）

10 火 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）
11 水 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）
12 木 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）
13 金 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）
16 月 山陽全地区 赤磐市役所（２階大会議室）

■熊山会場 および 桜が丘会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 月 可真下・可真上 桜が丘いきいき交流センター

17 火 弥上・野間・稗田・石蓮寺 桜が丘いきいき交流センター
18 水 桜が丘東１〜２丁目 桜が丘いきいき交流センター
19 木 桜が丘東３〜４丁目 桜が丘いきいき交流センター
20 金 桜が丘東５〜６丁目 桜が丘いきいき交流センター
23 月 可真・桜が丘東全域 桜が丘いきいき交流センター
24 火 桜が丘西１～３丁目 桜が丘いきいき交流センター
25 水 桜が丘西４～５丁目 桜が丘いきいき交流センター
26 木 桜が丘西６～７丁目 桜が丘いきいき交流センター
27 金 桜が丘西８～10丁目 桜が丘いきいき交流センター

3 2 月 桜が丘西全域 桜が丘いきいき交流センター
3 火 沢原・佐古 くまやまふれあいセンター
4 水 殿谷・岡・酌田 くまやまふれあいセンター
5 木 円光寺・吉原 くまやまふれあいセンター
6 金 河田原・釣井 くまやまふれあいセンター
9 月 徳富・小瀬木・松木・勢力 くまやまふれあいセンター

10 火 千躰・奥吉原 くまやまふれあいセンター
11 水 小野田・豊田全域 くまやまふれあいセンター
12 木 熊山全地区 くまやまふれあいセンター
13 金 熊山全地区 くまやまふれあいセンター
16 月 熊山全地区 くまやまふれあいセンター

■赤坂会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 月 出屋･小原･奥小原･小原上 笹 岡 公 民 館

17 火 坂辺・下分 笹 岡 公 民 館
18 水 惣分･大屋･大屋下･山手 笹 岡 公 民 館
19 木 町苅田 赤坂支所（２階大会議室）
20 金 大苅田 赤坂支所（２階大会議室） 
23 月 東窪田 赤坂支所（２階大会議室）
24 火 西窪田 赤坂支所（２階大会議室）
25 水 由津里 赤坂支所（２階大会議室）
26 木 山口 赤坂支所（２階大会議室）
27 金 西軽部 赤坂支所（２階大会議室）

3 2 月 東軽部 赤坂支所（２階大会議室）
3 火 南佐古田･北佐古田･今井 赤坂支所（２階大会議室）
4 水 多賀 赤坂支所（２階大会議室）
5 木 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
6 金 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
9 月 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）

10 火 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
11 水 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
12 木 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
13 金 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）
16 月 赤坂全地区 赤坂支所（２階大会議室）

■吉井会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 月 塩木・平山 仁美農村振興センター

17 火 仁堀東 仁美農村振興センター
18 水 仁堀中 仁美農村振興センター
19 木 仁堀西 仁美農村振興センター
20 金 戸津野・中勢実 竜天くついし夢の里会館
23 月 小鎌中･小鎌上･西勢実 布 都 美 林 間 学 校
24 火 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸 布 都 美 林 間 学 校
25 水 仁軒屋･石･八島田･暮田 佐伯北研修センター
26 木 稲蒔･高田･光木･中山（松ヶ峯） 佐伯北研修センター
27 金 黒本 吉井支所（２階会議室）

3 2 月 黒沢 吉井支所（２階会議室）
3 火 滝山・中山（松ヶ峯を除く） 吉井支所（２階会議室）
4 水 是里全域 吉井支所（２階会議室）
5 木 河原屋・草生 吉井支所（２階会議室）
6 金 周匝（中之町） 吉井支所（２階会議室）
9 月 周匝（下之町） 吉井支所（２階会議室）

10 火 周匝（中之町･下之町以外） 吉井支所（２階会議室）
11 水 中村 吉井支所（２階会議室）
12 木 福田 吉井支所（２階会議室）
13 金 吉井全地区 吉井支所（２階会議室）
16 月 吉井全地区 吉井支所（２階会議室）

問い合わせ・郵送先
▪所得税：瀬戸税務署 個人課税部門　〒709-0861 岡山市瀬戸町瀬戸70　☎952-1155

▪住民税：本 庁 税 務 課  市 民 税 係　〒709-0898 赤磐市下市344　☎955-0951

申 告 相 談 日 程 表
《申告相談受付時間》午前９時～午後４時
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★パソコン講座
【各コース共通】
■申込期間　２月２日（月）～
　（定員になり次第締め切ります）
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。
　　電話での仮押さえなどはできません。

『知っとく！ワード・エクセル便利技講座』
　ワードやエクセルの知っているとお得な、便利な技を
学んでみませんか。
■日　時
　◦S1コース…3月5日（木）
　　時間は下記の中からお選びください。
　　複数の受講はできません。
　　9：00～12：00、13：30～16：30、18：30～21：30
■受講料　500円　　■テキスト代　実費

『インターネット動画を見よう！講座』
　パソコンを使ってインターネット上の動画を楽しく
見てみませんか。「Youtube」などの動画サイトの使
い方などを学びます。
■日　時
　◦I 1コース…3月10日（火）
　　時間は下記の中からお選びください。
　　複数の受講はできません。
　　9：00～12：00、13：30～16：30
■受講料　500円　　■テキスト代　実費

『パソコン相談室』
　パソコンのちょっとした疑問や、講座でならったけど
ちょっと心配…。そんなあなた！ぜひこの機会に専門
の講師に学んでみましょう。

■日　時　３月１２日（木）
　相談の時間は下記時間の中からお選びください。
　9：00～12：00、13：30～16：30、17：30～20：30
■定　員　先着順（１人約３０分程度）
■受講料　無料
■申込期間　当日会場にお越しください。

※相談者が大勢の場合には、
先着順でしばらく待ってい
ただくようになります。

★ドキドキ講座『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ！市内に生息する鳥について
観察してみよう。
■日　時　2月28日（土） 9：00～11：00
■場　所　赤磐市奥吉原 ※雨天中止
■内　容　山野の鳥観察
■定　員　30人　　　■参加費　無料
■申込期間　開催日前日まで

★キッズアートクラブ作品展
■日　時　2月28日（土）・3月1日（日）
　　　　　10：00～15：00
■場　所　大苅田読書公園
■内　容
　講座で製作した作品の展示発表。
　来場者対象の体験コーナーもあります。

★講座の受け付けは、各館とも
　午前9：00からで、すべて先着順です。

中央公民館主催講座

熊山公民館主催講座

笹岡公民館主催講座



い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
、発
見
！

こ
ん
な
い
い
曲
あ
り
ま
す
。

【
出
　
演
】

◦
佐
份
利
恭
子（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

◦
佐
份
利
祐
子（
ヴィ
オ
ラ
）

◦
桑
田
　
　
歩（
チ
ェ
ロ
）

◦
南
出
　
信
一（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

◦
難
波
　
香
子（
ピ
アノ
）

【
曲
　
目
】

◦
ヘン
デ
ル
／
ハ
ル
ボ
ル
セ
ン

　『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴィ
オ
ラ
の
た
め
の
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
』

◦
コ
ダ
ー
イ

　『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
デ
ュエ
ッ
ト
』よ
り
第
一
楽
章

◦
シ
ュペル
ガ
ー

　『
ヴィ
オ
ラ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
』

◦
シ
ュ
ー
ベル
ト

　『
ピ
アノ・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・
ヴィ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ・コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

　
た
め
の
五
重
奏
曲「
ま
す
」』

【
そ
の
他
】

　
ト
ー
ク
の
時
間「
音
楽
家
の
と
っ
て
お
き
の
話
」が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
三
月
十
五
日（
日
）

　
　
　
午
後
二
時
～
四
時（
開
場
…
一
時
三
十
分
）

　
　
　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
人
…
千
円
／
中
学
生
以
下
…
五
百
円（
全
席
自
由
）

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

　
　
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

春
を
呼
ぶ

日時場所入場料 赤
磐

市
音

楽
祭
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●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

　山陽公民館グループの作品展示・舞台発表により日ご
ろの学習成果を発表します。皆さんお誘い合わせの上、
ぜひお越しください。
■日　時
　◦2月28日（土） 10：00～16：00
　　展示発表
　◦3月1日（日） 10：00～16：00
　　展示発表・舞台発表　
　※両日とも公民館グループによる出店コーナーが
　　あります（パン・パウンドケーキ＆コーヒー・炊き込
　　みご飯・ぜんざいなど計画しています）。

★公民館グループ登録説明会
　「公民館グループ」とは公民館で定期的な学習活動
を実施するグループです。
　平成21年度の公民館グループ登録説明会を左記の
日程で開催します。これからグループで始めてみよう
という人はご参加ください。
　現在登録を受けているグループも、グループとして
の登録が必要です（登録の継続はできません）のでご
参加ください。

＜登録できる公民館グループとは＞
◦代表者が市内在住者で、グループの半数以上の

会員が市内在住・在勤・在学者であり、10人以上
が実動できるグループをいいます。

◦年間を通じて定期的に活動できることが必要で
す。

＜各公民館の説明会日程＞
◦高月公民館………1月31日（土） 13：30～15：00
◦西山公民館………2月 2日（月） 15：00～16：30
◦山陽公民館………2月 3日（火） 13：30～15：00
◦熊山公民館………2月 4日（水） 10：00～11：30
◦赤坂公民館………2月10日（火） 13：30～15：00
◦吉井公民館………2月12日（木） 10：30～12：00
◦中央公民館………2月19日（木） 10：30～12：00

山陽公民館まつり

グループ活動を始めてみませんか？



入
賞
お
め
で
と
う
〈
敬
称
略
〉
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十
二
月
七
日（
日
）、赤
坂
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
、第
六
十
回
人
権
週
間
の
行
事
と
し

て
、リ
ポ
ー
タ
ー
の
東
海
林
の
り
子
さ
ん
の

講
演
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

砂
川
清
流
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
勇

壮
で
息
の
あ
っ
た
演
奏
で
開
幕
。主
催
者
あ

い
さ
つ
に
続
き
、第
二
十
八
回
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
岡
山
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
桜
が
丘
中
学
校
の
松
本
梓
さ
ん
を
は

じ
め
六
人
の
紹
介
と
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
二
百
二
十
人
の
参
加
者
は
、妻
で
あ

り
、母
で
あ
り
、そ
し
て
働
く
女
性
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
体
験

談
に
聞
き
入
り
、遮
断
す
る
の
で
な
く
、人

に
対
し
や
さ
し
い
心
を
も
つ
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

人
に
や
さ
し
い
心
を

も
つ
こ
と
が
大
切

 

― 

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

―

  

人
権
作
文
・
人
権
ポ
ス
タ
ー

　
岡
山
県
お
よ
び
法
務
局
主
催
の
人
権

ポ
ス
タ
ー
、人
権
作
文
の
募
集
に
、市
内

の
小
・
中
学
生
か
ら
多
数
の
出
品
が
あ

り
、岡
山
県
大
会
で
次
の
皆
さ
ん
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

【
人
権
作
文
】

▼
最
優
秀
賞

 

◦
松
本
　
梓（
桜
が
丘
中
二
年
）

 

※
全
国
大
会
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
賞

▼
優
秀
賞

 

◦
小
坂
田
摩
由（
岡
山
白
陵
中
三
年
）

▼
奨
励
賞

 

◦
杉
本
　
佳
織（
桜
が
丘
中
二
年
）

 

◦
國
塩
英
梨
香（
高
陽
中
一
年
）

【
人
権
ポ
ス
タ
ー
】

▼
岡
山
県
教
育
長
賞

 

◦
松
本
　
　
梓（
桜
が
丘
中
二
年
）

▼
岡
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞

 

◦
橋
本
　
拓
実（
城
南
小
一
年
）

▼
入
　
選

 

◦
中
原
　
瑠
美（
城
南
小
一
年
）

 

◦
楢
嵜
　
駿
都（
笹
岡
小
一
年
）

 

◦
日
笠
　
沙
耶（
豊
田
小
二
年
）

 

◦
福
島
　
　
慧（
石
相
小
三
年
）

 

◦
井
上
　
　
舞（
豊
田
小
五
年
）

 
◦
野
波
　
玲
巴（
豊
田
小
五
年
）

 
◦
乂
田
佐
奈
穂（
笹
岡
小
六
年
）

 

◦
藤
江
　
結
花（
桜
が
丘
小
六
年
）

 

◦
岡
崎
　
明
美（
磐
梨
中
一
年
）

 

◦
福
山
　
恭
世（
吉
井
中
一
年
）

 

◦
岩
本
健
太
郎（
赤
坂
中
二
年
）

  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」作
文

　　
岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
が
主

催
す
る
平
成
二
十
年
度「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」作
文
に
応
募
さ
れ
た
、児
童
・
生

徒
・
保
護
者
の
作
文
に
つ
い
て
審
査
が
行

わ
れ
、次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
）

▼
優
秀
賞

 

◦
松
本
　
　
彬（
山
陽
北
小
四
年
）

 

〈
保
護
者
〉

 

◦
楢
嵜
　
日
佳（
笹
岡
小
）　

 

◦
船
越
　
美
穂（
高
月
幼
）　

 

◦
荒
島
　
桜
子（
佐
伯
北
保
）　

▼
優
良
賞

 

◦
森
次
　
健
斗（
山
陽
東
小
一
年
）　

 

◦
東
　
　
泰
穂（
桜
が
丘
中
一
年
）　

 

〈
保
護
者
〉

 

◦
平
松
　
由
香（
仁
美
保
）　

 

◦
武
地
　
節
子（
ひ
か
り
幼
）　

▼
佳
作
賞

 

◦
西
井
　
心
一（
桜
が
丘
小
二
年
）

 

◦
万
道
　
一
矢（
笹
岡
小
三
年
）　

 

◦
竹
原
　
裕
太（
山
陽
西
小
五
年
）　

 
◦
田
月
　
遥
香（
山
陽
東
小
六
年
）　

 
◦
竹
原
　
郷
平（
高
陽
中
二
年
）　

 
◦
是
松
　
春
香（
桜
が
丘
中
三
年
）　



第
27
回

入場無料！
申し込み不要！

各回とも同じ内容です。
お近くの会場にお越し

ください。

お

ひ

さ

ま

ぐ
ー
・
ち
ょ
き
・
ぱ

広報あかいわ（平成21年2月号）13

「
ハ
ン
セ
ン
病
」へ
の

　
偏
見
や
差
別
に
つ
い
て

国
は
平
成
八
年
「
ら
い
予
防
法
」

を
廃
止
し
、
患
者
や
回
復
者
に

対
し
、
人
権
を
侵
害
し
、
隔
離
政
策
を

続
け
た
こ
と
に
つ
い
て
謝
罪
し
ま
し
た

が
、
現
在
に
至
っ
て
も
、
偏
見
や
差
別

は
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
「
本
名
を
名
乗
れ
な
い
」

「
家
族
の
元
に
帰
れ
な
い
」
「
亡
く
な
っ

て
も
故
里
の
墓
に
埋
葬
し
て
も
ら
え
な

い
」
と
い
う
回
復
者
が
、
大
勢
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患

者
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊

を
断
ら
れ
る
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
。
一

方
、
こ
の
事
件
で
は
、
形
式
的
に
謝
罪
し

た
ホ
テ
ル
に
対
し
「
反
省
が
な
い
」
と
発

言
し
た
回
復
者
が
、
逆
に
電
話
や
手
紙
に

よ
り
ひ
ぼ
う
・
中
傷
さ
れ
る
と
い
う
二

次
被
害
も
発
生
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
理
解
不
足
と
、
偏

見
・
差
別
の
根
深
さ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
相
手
に
対
し
非
好
意
的
で

否
定
的
な
見
方
を
す
る
「
偏
見
」
、
あ
る

い
は
故
意
に
人
権
を
認
め
な
か
っ
た
り
侵

し
た
り
す
る
「
差
別
」
を
な
く
す
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
の
無
関
心
が
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
、
回
復
者
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
し
、
苦
し
め
て
き
た
こ
と
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い

知
識
と
理
解
を
も
つ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
心
の
通
っ
た
回
復
者
と
の
交
流
が
、

こ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
偏
見
や
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
年
の
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
岡
山
県
大
会
で
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
市
内
の
お
二
人
は
、

期
せ
ず
し
て
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
を
テ
ー
マ

に
さ
れ
、
素
直
で
ま
っ
す
ぐ
な
感
性
で
正

面
か
ら
向
き
あ
っ
て
い
る
様
子
が
、
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
作
品
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
を

よ
り
深
く
学
習
し
交
流
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
一
人
一

人
が
過
去
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
将
来
に

向
け
努
力
す
る
必
要
性
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

楽しい劇を通じて、人権について一緒に考えてみませんか。お友達やご家族、みんなでご参加ください！

◦2月21日（土） 
　10：00～11：30 赤坂健康管理センター／14：00～15：30 吉井公民館 
◦2月28日（土）
　10：00～11：30 熊山公民館／14：00～15：30 西山公民館

◦にじいろのさかなと仲間たち／人形劇団「ぐー・ちょき・ぱ」
◦桃咲く里の物語／劇団「おひさま」 

日 時
会 場

演 目

●主　催／赤磐市ふれあい人権劇実行委員会　　●共　催／赤磐市文化協会
●問い合わせ先／赤磐市教育員会社会教育課

赤磐市ふれあい人権劇
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで開館）
★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記
　入し、図書館利用者カード
　をつくってください。（免許
　証・保険証など住所・氏名
　が確認できるものをお持ち
　ください。）　
※小学生以下は、保護者が申
　請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

利用案内
2月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

■一般図書
　①『歳時記のある暮らし』・・・・・・・・・・
　　板東　眞理子／監修
　　JTPパブリッシング／出版

　②『華花―生命の旋律』・・・・・・・・・・
　　片山　美華／著
　　日本文芸社／出版

　③『倉敷からの発信』・・・・・・・・・・・・・・
　　楢村　徹／著
　　秋山書店／出版

　④『人情屋横丁』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　山本　一力／著
　　角川春樹事務所／出版

■児童図書
　①『えほんのこども』・・・・・・・・
　　荒井　良二／著
　　講談社／出版

　②『日曜日の妖
フェアリー

精サラ』・・・・・・・・・・・・
　　デイジー・メドウズ／著
　　ゴマブックス／出版

　③『ゆき』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　ユリ・シュルヴィッツ／作
　　あすなろ書房／出版

　④『きずついた
　　　つばさをなおすには』・・・・・・・
　　ボブ･グラハム／作
　　評論社／出版

　赤磐市を代表する「桃・ぶどう・梨」などの
特産品やそれらを利用しての二次製品など
を幅広くご紹介するとともに、赤磐市や周辺
各所の観光情報など、さまざまな情報満載の
コーナーです。豊かな自然に恵まれた赤磐市
の素晴らしさを再確認していただけると思い
ます。

産業コーナー
新中央図書館紹介

　赤磐市（旧吉井町）出身の南画家、直原玉
青氏の作品展を開催します。
　ふるさとを愛し、地域文化・芸術の向上に
寄与された玉青の作品の中から、郷土を題
材にした作品を展示し、100年余りにわたる
画業を振り返ります。
■日　時／3月6日（金）～3月8日（日）
　　　　　午前10時～午後6時
■場　所／中央図書館多目的ホール
■入　場／無料

赤磐市名誉市民「直原玉青展」

　蔵書点検のため2月2日（月）～2月6日（金）
の間、中央・赤坂・熊山・吉井図書館は休館させ
ていただきます。利用者の
皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、よろしくお願いし
ます。

臨時休館のお知らせ

■日　時／２月７日（土） 午後２時～
■場　所／くまやまふれあいセンター
■内　容／すてきな絵本、ワクワク実験など
　たのしいおはなしが盛りだくさん！
　紙しばいおじさんもやってくる！
　みんなで見に来てね！

おはなしたまてばこ

おすすめの本紹介

■日　時／2月21日（土） 午後2時～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容
　『私の頭の中の消しゴム』（117分）
　幸せな2人の前に彼女の記憶が消えてい
　くという悲しい悲劇が立ちはだかる。
　出演／チョン・ウソン、ソン・イェジンほか

（先着100人）
きらり☆しあたー：おとな版
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郷土の

物人
　
三
宅 

平（
以
下「
平
」）は
、明
治

四
十
五
年（
一
九
一二
）七
月
二
十
四

日
、赤
磐
郡
笹
岡
村
惣
分（
現
赤

磐
市
惣
分
）に
、酒
造
業
の
父
・
三

宅
平
衛
、母
・
房
の
二
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

  

平
は
、笹
岡
尋
常
小
学
校
の
三

年
生（
十
歳
）の
こ
ろ
か
ら
テ
ニ
ス

を
始
め
ま
す
。

　
や
が
て
、関
西
中
学
校
に
進
ん

だ
平
は
、庭
球
部
に
所
属
し
、愛
知

県
新
舞
子
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中

等
学
校
庭
球
大
会
で
優
勝
し
、そ

の
頭
角
を
現
し
ま
す
。

　
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）、関
西

中
学
校
を
卒
業
し
た
平
は
、国
鉄

岡
山
鉄
道
保
線
区
に
勤
務
す
る
か

た
わ
ら
、テ
ニ
ス
の「
岡
山
何な

に

久く

そ層

倶
楽
部
」の
会
員
と
な
り
、練
習
に

励
み
ま
し
た
。

　
何
久
層
倶
楽
部
は
、「〝
ナ
ニ
ク

ソ
、ま
け
る
も
ん
か
!!
〟と
鉢
巻

姿
、和
服
で
腰
に
は
手
拭
を
ぶ
ら

さ
げ
、尻
か
ら
げ
の
堀
部
安
兵
衛

の
仇
討
ち
ス
タ
イ
ル
で
練
習
し
て

い
た
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、足
利
弁

護
士
が
名
付
親
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。な
ん
と
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
だ
ろ

う
。」（『
岡
山
軟
庭
史
』）と
い
う
も

の
で
し
た
。

　
十
一
年
に
は
、日
中
戦
争
の
た
め

岡
山
歩
兵
第
十
連
隊
に
応
召
さ
れ
、

十
六
年
の
太
平
洋
戦
争
で
は
、再

び
軍
属
と
し
て
入
隊
し
、ビ
ル
マ
方

面
で
鉄
道
敷
設
に
従
事
し
ま
す
。

  

二
十
二
年
、復
員
後
、国
鉄
に
復

職
し
た
平
は
、十
二
月
、天
覧
試
合

の
栄
に
浴
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、二
十
五
年
、兵
庫
県
明

石
で
開
催
さ
れ
た
天
皇
賜
杯
全
日

本
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
で
、平

は
、今
井
芳
夫
と
の
ペ
ア
で
優
勝
し
、

日
本
一と
な
り
ま
す
。

　
平
は
、中
肉
長
身
の
理
想
的
な

前
衛
で
横
の
動
き
が
速
く
、後
衛

の
今
井
は
、粘
り
強
く
相
手
を
揺

さ
ぶ
る
と
い
う
抜
群
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

  

二
人
は
、翌
年
、翌
々
年
と
同
大

会
で
優
勝
し
、三
連
覇
を
成
し
遂

げ
ま
す
。

　
ま
た
、二
十
五
年
に
は
、第
四
回

マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
杯
軟
式
庭

球
大
会
・
全
国
市
長
会
杯
と
共
に

優
勝
し
て
い
ま
す
。（
掲
載
写
真
）

　
三
つ
の
大
き
な
賜
杯
を
手
に
し

た
平
の
顔
か
ら
は
、精
悍
さ
と
喜

び
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

  

二
十
七
年
、日
本
軟
式
庭
球
連

盟
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
。

　
三
十
一
年（
一
九
五
六
）、第
一
回
ア

ジ
ア
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
が
台

湾
で
開
催
さ
れ
、日
本
か
ら
の
代

表
選
手
は
岡
山
県
出
身
者
が
半

数
近
く
を
占
め
ま
し
た
。軟
庭
王

国
岡
山
の
由
縁
で
す
。

　
こ
の
大
会
の
決
勝
戦
は
岡
山
の

何
久
層
倶
楽
部
勢
同
士
で
行
わ
れ
、

平
と
今
井
の
ペ
ア
が
優
勝
し
ま
し

た
。

　
翌
三
十
二
年
に
は
、読
売
新
聞

社
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
、三
十
四
年

に
は
、山
陽
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
賞
を

受
賞
し
ま
す
。

　
三
十
七
年
十
月
二
十
一
日
、第

十
七
回
秋
季
国
民
体
育
大
会
開

会
式
が
岡
山
県
営
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。選
手
宣
誓

者
は
、「
過
去
、現
在
を
通
じ
て

最
も
実
績
が
あ
り
国
体
出
場
回

数
も
多
い
」（『
山
陽
新
聞
』昭
和

三
十
七
年
十
月
十
一
日
付
）平
に

決
定
さ
れ
、当
日
約
四
万
人
の
大

観
衆
を
前
に
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。（
掲
載
写
真
）

平
、五
十
歳
の
と
き
で
す
。

　
平
は
、国
民
体
育
大
会
で
も
、計

九
回
優
勝
し
、マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元

帥
杯
軟
式
庭
球
大
会
で
五
回
の
優

勝
。天
皇
賜
杯
全
日
本
軟
式
庭
球

選
手
権
大
会
で
四
回
の
優
勝
な
ど

多
く
の
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、五
十
六
年
に
は
、

岡
山
県
軟
式
庭
球
連
盟
伊

原
木
一
衛
会
長
の
後
を
う
け
、

第
五
代
会
長
に
な
り
、岡
山

の
庭
球
界
の
躍
進
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）十
一
月
五
日
、

軟
庭
王
国
岡
山
の
黄
金
時

代
を
築
い
た
平
は
、八
十
歳
で
永

眠
し
た
の
で
し
た
。

　
亡
く
な
る
数
年
前
、平
は『
岡

山
軟
庭
史
』に「
60
年
間
軟
庭
一
筋

に
生
き
て
来
た
私
で
あ
る
。」と
記

し
て
い
ま
す
。

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
）

参
考
文
献

　
◦『
岡
山
軟
庭
史
』

　
◦『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』

　
◦『
山
陽
新
聞
』ほ
か

三
み や け

宅　平
たいら

（1912年～1992年）
＜軟式庭球選手／惣分＞

三宅　平
＜昭和25年度優勝＞

◦マックアーサー元帥杯（左）
◦天皇賜杯（中央）

◦全国市長会杯（右）
（三宅良一氏蔵）

▶
選
手
宣
誓
す
る
三
宅
平 ▲第17回岡山国体選手宣誓（昭和37年10月21日）



2
月

平
成

21年

Sunday 日
M

onday 月
T

uesday 火
W

ednesday 水
T

hursday 木
Friday 金

Saturday 土

●
企

画
展「

詩
創

作
教

室
」展・

　「
永

瀬
清

子
の

詩
の

世
界

」布
絵

展
　〔

開
館：2月

1日
～

2月
28日

〕
　（

熊
山

公
民

館
）

●
お

は
な

し
か

い
　

14：00～
　（

中
央

図
書

館
）

●
1歳

６ヵ
月

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
人

権・行
政・消

費
生

活
相

談
　

13:00～
16:00

　（
本

庁
2階

第
2会

議
室

）

●
健

康
相

談〔
山

陽
地

域
〕

　
受

付
時

間
13：30～

１
4：30

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
人

権・行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

）
●

乳
児

健
診・育

児
相

談
　

受
付

時
間

１２：４５
～

１３：１５
　

(吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
青

少
年

健
全

育
成

推
進

大
会

　
１３：００

～
16：00(中

央
公

民
館

）
●

お
は

な
し

た
ま

て
ば

こ
　

14：00〜
　（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

14日・28日
も

開
催

〕
　

10：30～（
赤

坂
図

書
館

）
●

お
は

な
し

か
い

　〔
14日・21日・28日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
交

通
安

全
日

●
幼

児
食

講
習

会
　

10：00～
13：00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
18日・25日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：４５

～
１

0：30
　

(山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

毎
月

第
2土

曜
日

〕
　

14：00～（
吉

井
図

書
館

）

●
第

1
3

回
朗

読
会「

永
瀬

清
子

の
　

詩
の

世
界

～
光

っ
て

い
る

窓
～

」
　

1
3：3

0
〜

1
6：0

0
　（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

民
話

の
寺

小
屋

　
1

4：0
0

～
　

(中
央

図
書

館
）

●
心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
山

陽
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

●
2歳

６ヵ
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
人

権・行
政・障

害
者・心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
吉

井
会

館
農

事
実

習
室

）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

１２：４５
～

１３：１５
　

(山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
人

権・障
害・心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
年

金
相

談
　

10:00～
12:00、13：00〜

15：00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　〔

毎
月

第
３

土
曜

日
〕

　
11:00～（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー
　〔

毎
月

第
３

土
曜

日
〕

　
14:00～（

中
央

図
書

館
）

●
な

か
よ

し
市

　
10:00～

14：00
　（

大
苅

田
読

書
公

園
）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

〜
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

＜
注

＞
2月

15日
の

赤
磐

医
師

会
病

院
の

当
番

日
は

原
則

と
し

て
小

児
科

診
療

の
み

と
な

り
ま

す
。

このページは外してご利用ください。

㊩
あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５５

-9251
㊩

森
医

院
 ☎

９
57-２

400
●

長
島

病
院

 ☎
９５２

-1355
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５５

-７１１０
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

９
9５

-9720
●

岡
山

東
部

脳
神

経
外

科
東

備
クリニック

　
☎

９５２
-５２５２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５

5-8868
㊩

米
井

医
院

 ☎
９

54-0550
●

近
藤

内
科

医
院

 ☎
９５

3-1610

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
）

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
吉

田
医

院
 ☎

９
54-0202

●
石

原
病

院
 ☎

９５２
-0162

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10
11
　
建
国
記
念
の
日

12
13

14

15
16

17
18

19
20

21



●
３

歳
児

健
診

　
受

付
時

間
１２：４５

～
１３：１５

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
人

権・行
政

相
談

　
10:00～

15:00
　

心
配

ご
と

相
談

　
13：00〜

15：00
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

た
ん

ぽ
ぽ

の
会

　
10：00～

11：00
　（

赤
坂

公
民

館
）

●
山

陽
公

民
館

ま
つ

り
　

10：00～
16：00

　（
山

陽
公

民
館

）
●

お
笑

い
赤

坂
亭

定
例

寄
席

　
19：00～

20：00
　（

お
笑

い
赤

坂
亭

）

●
山

陽
公

民
館

ま
つ

り
　

10：00～
16：00

　（
山

陽
公

民
館

）

★
2月

の
税・保

険
料

を
　

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
●

介
護

保
険

料
…

…
…

…
…

…
…

…
9期

　
●

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

…
…

…
8期

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

3月
2日

ま
で

2
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
400円

中
学

生
以

下
…

…
200円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

300円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
初

心
者

講
習

修
了

者
に

限
り

　
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。

　
受

講
料

 400円
／

再
受

講
料

 300円
☎
9
5
5
-4
4
3
2

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

は
11月

か
ら

3月
ま

で
お

休
み

し
ま

す
。

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎
9
5
4
-2
3
2
3

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

山陽ふれあい公園

屋
　
内

プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○

休館日

○
○

休館日

○
休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○

14:00

〜16:00
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

18:30

〜20:30
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
休館日

☆
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
休館日

☆
☆

休館日

☆
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
☆
☆
☆
☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

初
心

者
講

習
実

施
日

★
★

★
★

★
★

海洋センター

吉井Ｂ＆Ｇ

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
休館日

休館日

☆
☆
☆
☆

休館日

休館日

休館日

☆
☆

休館日

休館日

☆
☆
☆
☆

休館日

休館日

☆
☆
☆
☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

○
 屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-７１１
1

㊩
井

上
内

科
 ☎

９
54-1902

●
粟

井
内

科
医

院
 ☎

９５
3-0617

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
９５５

-8191
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
９

54-２
032

●
う

え
お

か
内

科
医

院
　

☎
９５２

-5665
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

22
23

24
25

26
27

28

3/1
3/2

3/3
3/4

3/5
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握
し
、指
導
や
団
員
個
人
の
生
活
に

役
立
て
よ
う
と
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

自
主
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は

二
百
十
三
人
の
団
員
が
、指
導
者・保

護
者
の
測
定
の
も
と
、規
律
正
し
く

テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。
上
級
認
定

者
に
は
後
日
、
合
格
章
と
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
ま
す
。

第
六
回
赤
磐
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
開
催

　

全
国
大
会
常
連
チ
ー
ム
を
招
い

て
交
流
試
合
・ホ
ッ
ケ
ー
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、 http://

okayam
aclub.sports.coocan.

jp/O
H

L/ 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】二
月
十
五
日（
日
）

　

午
前
九
時
～

【
場　

所
】熊
山
運
動
公
園

【
主　

催
】赤
磐
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申

　

し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
六
十
回
全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
東
京
都
）準
優
勝

第
七
十
五
回
皇
后
杯
全
日
本
総
合

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
東
京
都
）

◇
大
阪
体
育
大
学
三
回
生

　

田
上　

理
賀（
桜
が
丘
西
六
丁
目
）

第
十
七
回
全
国
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会（
出
雲
市
）

◇
山
陽
小
学
校
六
年

　

中
永　

大
輝（
五
日
市
）

岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
閉
幕

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
リ
ー
グ

は
、
県
内
小
中
学
生
の
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
が
集
い
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、共
に
交
流
を
図
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

【
開
催
日
】七
月
五
日（
土
）～

　

十
二
月
十
三
日（
土
）

【
開
催
場
所
】

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
参
加
チ
ー
ム
】二
十
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】

◇
男
子
一
部（
中
学
生
の
部
）

◦
優　

勝
／
磐
梨
中
学
校

◇
男
子
二
部（
小
学
生
の
部
）

◦
準
優
勝
／
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

◇
女
子
二
部（
小
学
生
の
部
）

◦
準
優
勝
／
エ
ン
ゼ
ル
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

【
得
点
王
】

◇
男
子
一
部

◦
若
林　

裕
樹（
磐
梨
中
）

◇
男
子
二
部

◦
金
光
翔
太
郎（
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ
）

◇
女
子
二
部

◦
白
石
莉
奈
子（
ラ
ブ
ベ
ア
ー
ズ
）

◇
キ
ッ
ズ
の
部

◦
正
盛
拳
士
朗（
リ
ト
ル
ベ
ア
ー
ズ
）

【
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
王
】

◇
男
子
一
部

◦
河
本　

啓
太（
磐
梨
中
）

三
月
は
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
促
進
月
間

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
専
門
の
機

器
を
備
え
た
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
で
す
。

　

三
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、効
果

的
な
利
用
方
法・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画

の
立
て
方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ

く
日
を
設
定
し
ま
す
。

　

初
心
者
に
も
気
軽
に
始
め
や
す
い

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
日
ま
で
に
初
心
者

講
習
を
受
講
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
へ
い
日
時
】

◦
三
月
十
一・
十
八
日（
水
）

　

午
後
六
時
〜
八
時
三
十
分

◦
三
月
十
三・
二
十
日（
金
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午

◦
三
月
十
五・
二
十
二
日（
日
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
ト
レ

　

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

【
対　

象
】

　

初
心
者
講
習
受
講
済
み
の
人
に
限

り
ま
す（
高
校
生
以
上
）

【
参
加
費
】無
料

【
持
参
品
】通
常
の
利
用
時
と
同
様

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

体
力
テ
ス
ト
を
実
施

　

十
二
月
十
三
日（
土
）、山
陽
ふ
れ

あ
い
公
園
で
、赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
よ
る
運
動
適
性
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
、団
員
の
体
力
を
把

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

募
　
　
集

お
知
ら
せ

大
会
結
果
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転
ば
ぬ
先
の
杖
　

転
倒
予
防
で
健
康
寿
命
を

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、着
る
服
も
増
え
、身
体

が
動
き
に
く
く
な
る
こ
の
季
節
。外
に
出
て

「
転
ん
だ
」で
は
大
変
で
す
。転
倒
を
予
防
し
て

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

【
年
を
と
る
と
転
倒
事
故
は

　
　
ど
う
し
て
起
こ
り
や
す
い
の
か
？
】

○
体
力
や
筋
力
が
低
下
し
、バ
ラ
ン
ス
能
力
が
衰

え
転
び
や
す
く
な
る
。

○
骨
量
が
減
り
、骨
折
し
や
す
く
な
る
。

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
、脳
卒
中
に
次
ぐ
寝
た
き

り
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
寝
た
き
り
に
な
る
と
…
】

○
食
欲
が
な
く
な
り
、体
重
が
へ
る
。

○
全
身
の
筋
力
が
低
下
し
、関
節
が
動
き
に
く
く

な
る
。

○
床
ず
れ
が
で
き
や
す
く
な
る
。

○
認
知
症
や
肺
炎
な
ど
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
る
。

【
転
倒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
食
生
活

○
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
〈
一
日
の
め
や
す
…
六
〇
〇
～
七
〇
〇
㍉
㌘
〉

　

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
食
品
は
、牛

乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、ひ
じ
き
、に
ぼ
し
、小
松
菜

な
ど

■
室
内
環
境

○
整
理
整
頓
し
、つ
ま
ず
く
よ
う
な
も
の
を
置
か

な
い
。

○
足
元
は
明
る
く
し
、で
き
る
だ
け
段
差
を
な
く

す
。

○
浴
室
・
ト
イ
レ
・

階
段
に
手
す
り

や
す
べ
り
止
め

を
つ
け
る
。

○
す
べ
り
や
す
い

マ
ッ
ト
や
カ
ー

ペ
ッ
ト
は
敷
か

な
い
。

■
運　

動

○
一
日
一
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　

①
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
い
気
分
で

　

②
歩
き
や
す
い
靴
、動
き
や
す
い
服
装
で

　

③
歩
幅
を
少
し
大
き
め
に
と
り
、さ
っ
さ
と
歩

く

　

春
ま
で
も
う
少
し
で
す
。風
邪
だ
け
で
な
く
転

倒
に
も
気
を
つ
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

屋
内
プ
ー
ル

　

一
年
中
泳
げ
る
温
水
プ
ー
ル
で

す
。一
般
プ
ー
ル（
二
十
五
㍍
・
六

コ
ー
ス
）と
、幼
児
プ
ー
ル（
水
深

五
十
㌢
）が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
コ
ー
ス
を

設
置
し
て
お
り
、ゆ
っ
た
り
水
中
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

　

利
用
時
間
な
ど
は
暮
ら
し
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
施
設
紹
介

【
水
中
運
動
】 

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
力
に
対
し
て
無
理
の
な
い

運
動
と
な
り
ま
す
の
で
、安
全
か
つ
効
果
的
で

あ
る
こ
と
が
水
中
運
動
の
特
徴
で
す
。

【
水
の
効
果
】

◦
水
流
の
筋
肉
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

◦
陸
上
よ
り
も
楽
に
体
が
支
え
ら
れ
ま
す
。

◦
水
圧
で
血
液
の
流
れ
が
良
く
な
り
ま
す
。

◦
体
温
を
保
と
う
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。

※
お
水
の
力
は
私
た
ち
の
心
も
体
も
健
康
に
し
て
く
れ
ま
す
。

始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

水
中
運
動
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く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

そ
う
だ
！

　

裁
判
所
へ
い
っ
て
み
よ
う

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
な
ど
を

見
学
し
な
が
ら
、手
続
き
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。申
し
込
み

期
限
は
、各
実
施
日
の
三
日
前

ま
で
で
す
。

日　

時　

三
月
十
七
日（
火
）

　

午
後
六
時
か
ら
二
時
間
程
度

場　

所　

岡
山
地
方
裁
判
所

申
し
込
み
方
法
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　　☎９５５-1114
　◦協働推進室
　　☎９５５-4783
　◦介護保険課
　　☎955-1116
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦産業振興課
　　☎955-6174
　◦建設課
　　☎955-1487

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822
　◦産業建設課
　　☎957-4824

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293
　◦産業建設課
　　☎995-1217

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374
　◦産業建設課
　　☎954-1319

［教育委員会］
　◦社会教育課
　　☎955-0783
　◦学校教育課
　　☎955-0972
　◦山陽郷土資料館
　　☎955-0710

［赤磐市民病院］☎995-1251
［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

　

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

予
防
接
種
は
、予
防
接
種
法

に
よ
っ
て
対
象
疾
病
、対
象
者
お

よ
び
接
種
期
間
な
ど
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。順
調
に
接
種
し
て

い
ま
す
か
。

　

特
に
、麻
し
ん
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
、今
年
度
か
ら
第
一

期
、第
二
期
に
加
え
、第
三
期
、

第
四
期
の
接
種
が
加
わ
り
ま
し

た
。特
に
第
三
期
・
第
四
期
の
接

種
期
間
は
三
月
三
十
一
日
と
あ

と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。ま

だ
の
人
は
、体
調
の
よ
い
と
き

ぜ
ひ
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
時
期

◦
第
一
期

　
一
歳
以
上
二
歳
未
満

◦
第
二
期

　

五
歳
か
ら
七
歳
未
満
で
、小

学
校
入
学
前
の
一
年
間

◦
第
三
期

　

中
学
一
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
一
年
間

◦
第
四
期

　

高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
一
年
間

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課　

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

幼
児
食
講
習
会

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

食
べ
て
、健
康
な
体
づ
く
り
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か（
要
予

約
）

日　

時　

二
月
十
日（
火
）

　

午
前
十
時
～
午
後
一
時

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象
者　

二･

三･

四
歳
児
と
そ

　

の
保
護
者

募
集
人
数　

先
着
十
組

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
し
込
み
先　

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　

も
も
っ
こ
カ
ー
ド
の
更
新

　

県
と
市
町
村
で
は
、社
会
全

体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
子

育
て
を
応
援
す
る
た
め
、企
業

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、も
も

っ
こ
カ
ー
ド
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、妊
娠
中
の
人

や
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
児

童
を
持
つ
家
庭
に
対
し
、も
も

っ
こ
カ
ー
ド
を
交
付
し
、協
賛

店
を
利
用
し
た
と
き
に
、カ
ー

ド
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、各
協
賛
店
が
独
自
に
設
け
た

「
割
引
」や「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」な

ど
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
、現
在
、千
七
百
を
超
え

る
お
店
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、現
在
交
付
済
み

の
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
が
三
月
三
十
一日
に
到
来
す
る

こ
と
か
ら
、引
き
続
き
対
象
の

家
庭
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

新
し
い
カ
ー
ド
へ
の
更
新
を
行

い
ま
す
。

　

更
新
方
法
に
つ
い
て
は
、小

学
校
や
幼
稚
園・保
育
園
に
通
学・

通
園
し
て
い
る
児
童
を
持
つ
家

庭
に
は
、二
月
か
ら
学
校
や
園

を
通
じ
て
全
児
童
へ
交
付
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
以

外
の
ご
家
庭
に
は
、三
月
一
日
以

降
本
庁
社
会
福
祉
課
・
各
支
所

健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
交
付
し

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、協
賛
店
舗
に
つ
い
て

は
、岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

専
用
携
帯
電
話
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

で
店
名
、住
所
、サ
ー
ビ
ス
内
容

を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧

健
康
福
祉

募

集



おいしい国際交流

　赤磐市国際交流協会では、ネパールの家庭料理を通
じた交流を行いますので、奮ってご参加ください。

●日　時…2月15日（日） 午前10時～午後1時
●場　所…中央公民館1階調理研修室
●講　師…ゴダール・デウ・バハダルさん
●料　理…モモ（ネパール餃子）・チャー（ミルクティー）
●参加費…会員100円、会員以外300円
　　　　　小学生以下無料
●用意するもの…エプロン、タオル
●定　員…25人（先着順）
●申込期限…2月9日（月）
●問い合わせ・申し込み先
　赤磐市国際交流協会事務局
　（本庁企画課内）

参 加 者 募 集

ネ パ ー ル 料 理

　平成21年度に赤磐市立小・中学校へ
入学される児童生徒がおられるご家庭
には、1月末までに教育委員会から「入学

（就学）通知書」をお届けしています。通
知書に指定してある学校へ入学してください。

次の場合は早めに学校教育課へご連絡ください。

◎通知書が届かないとき（この通知書は赤磐市内に
住民登録をしていないと届きません）

◎通知書の内容に誤りがあるとき
◎国立・県立・私立の学校へ就学されるとき
◎通知書を受け取った後に、転出または転居するとき

　また、特別な事情により、指定された学校への就学が
困難なときは、指定校の変更を認めている場合がありま
すので、学校教育課へ早めにご相談ください。
　なお、就学指定校変更については、市ホームページで
もご覧いただけます。

問い合わせ先／教育委員会学校教育課

小中学校への就学
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合
格
発
表　

三
月
中
旬　

採　

用　

四
月
一
日

給　

与

　

赤
磐
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
支
給

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　

　

〒
７
０
９
―
０
７
０
５

　

赤
磐
市
松
木
六
三
三
ノ
一

　

赤
磐
市
民
病
院

受
験
資
格

　

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
薬
剤
師
免

許
証（
取
得
見
込
み
者
）を
有
す

る
人

試
験
方
法

　

適
性
検
査
、作
文
、口
述
試
験

応
募
方
法

①
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

②
資
格
取
得
を
証
明
す
る
書
類

　
（
取
得
見
込
み
者
を
除
く
）

受
付
期
限

　

二
月
二
十
八
日（
土
）必
着

　
〈
郵
送
可
〉

  
電
話
で
申
し
込
み

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係
ま
で

　

☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

　
　

(

内
線
３
２
１
０)

  

は
が
き
で
申
し
込
み

　

①
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
②
参
加
人
数
を
記
載

の
上
、

　

〒
７
０
０
―
０
８
０
７

　

岡
山
市
南
方
一
ノ
八
ノ
四
二

　

岡
山
地
方
裁
判
所
宛
送
付

　

野
菜
品
評
会
表
彰
式
と

　

野
菜
栽
培
技
術
講
座

　

春
ま
き
野
菜
の
栽
培
に
つ
い
て

日　

時　

二
月
十
九
日（
木
）

◦
表
彰
式

　

午
後
一
時
三
十
分

◦
講　

座

　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場　

所　

山
陽
産
業
会
館
二
階

　

ふ
る
さ
と
交
流
室

講　

師

　

東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

坂
本　

一
朗 
先
生

対
象
者

◦
品
評
会
表
彰
者　

◦
生
産
者
お
よ
び
予
定
者

申
し
込
み
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課

　

赤
磐
市
民
病
院
薬
剤
師
募
集

募
集
人
員　

一
人

採
用
場
所　

赤
磐
市
民
病
院

試
験
日
時　

三
月
十
日（
火
）

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

試
験
場
所　

赤
磐
市
民
病
院

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山 

陽 

地 

域

2月4日（水）
午後1時～4時

本庁２階
第2会議室

【人権】【行政】
【消費生活】 【無料法律】【人権】

本庁市民課

【行政】【消費生活】
協働推進室

【心配ごと】
社会福祉協議会山陽支所
☎955-8877

2月6日（金）
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
（１人３０分）
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約

2月16日（月）
午後1時～3時

山陽総合福祉センター
１階相談室 【心配ごと】

赤 

坂 

地 

域

2月25日（水）
午前10時～午後3時
※心配ごと相談は
　午後1時～午後3時

赤坂健康
管理センター

【人権】【行政】
【心配ごと】

【人権】【行政】
赤坂支所市民生活課

【心配ごと】
社会福祉協議会赤坂支所
☎957-2334

熊 

山 

地 

域

2月6日（金）
午前10時～正午

熊山保健福祉
総合センター

【人権】【行政】
【人権】【行政】
熊山支所市民生活課

【障害】
熊山支所健康福祉課

【心配ごと】
社会福祉協議会熊山支所
☎995-2336

【年金】
岡山東社会保険事務所
☎086-270-7929

2月20日（金）
午後1時～3時

【人権】【心配ごと】
【障害】

2月20日（金）
午前10時～正午
午後1時～3時

熊山支所2階
第一会議室 【年金】

吉 

井 

地 

域

2月18日（水）
午後1時～3時

吉井会館
農事実習室

【人権】【行政】
【身体障害】【知的障害】
【心配ごと】

【人権】【行政】
吉井支所市民生活課

【身体障害】【知的障害】
吉井支所健康福祉課

【心配ごと】
社会福祉協議会吉井支所
☎954-2533

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

相

談
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法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

　

土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
、

協
会
の
ト
ラ
ブ
ル
、夫
婦
・
親

子
関
係
、遺
言
・
相
続
、金
銭
問

題
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
、差
別
、虐
待

な
ど
の
人
権
問
題
、戸
籍
・国
籍
、

地
代・家
賃
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
事
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
、相
談
は
無
料

で
す
。

日　

時　

一
月
二
十
五
日（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場　

所

　

岡
山
市
南
方

　

｢

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
」二
階

　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　

法
務
局
職
員
、公
証
人
、人
権

　

擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
８
６（
２
２
４
）５
６
５
６

　

当
日
は

　

☎
０
９
０（
８
２
４
６
）４
０
０
０

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

全
国
子
ど
も
会

　

安
全
会
の
ご
案
内

　

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が
運

営
し
て
い
る
全
国
子
ど
も
会
安

全
会
は
、「
子
ど
も
会
活
動
中
」

の
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
負
傷
・

疾
病・後
遺
障
害・死
亡・賠
償
責

任
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
分
の
加
入

を
募
集
し
ま
す
。

　

内
容
や
申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

加
入
対
象

　

市
内
の
子
ど
も
会

会　

費

　
一人
当
た
り

　

年
額
百
五
十
円（
予
定
）

申
込
期
限

　

三
月
二
十
五
日（
水
）

　
（
以
後
は
随
時
、加
入
）　

問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課



　
「
事
務
事
業
評
価
制
度
」は
、市
の
実
施
し
て
い
る
個
々
の
事
務

や
事
業
に
つい
て
、そ
の
目
的・実
施
内
容・費
用
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を
数
値
化
し
な
が
ら
点
検
す
る
こ
と

で
、事
務
事
業
の
改
善
や
見
直
し
を
行
い
、予
算
編
成
や
機
構
改

革
な
ど
本
市
の
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
職
員
の
意
識
改
革
に

も
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、並
行
し
て
公
の
施
設
の
見
直
し
を
実
施
し
た
関
係

で
、そ
れ
ら
の
維
持
管
理
事
業
な
ど
を
除
い
て
、二
百
八
十
三
の
事

務
事
業
を
評
価
し
ま
し
た
。

❖
平
成
二
十
年
度
事
務
事
業
評
価
結
果

　
①
「
拡
大
・
充
実
」
…
…
…
…
…
…
二
事
務
事
業

　
②
「
現
状
維
持
」
…
…
…
…
…
…
…
八
十
七
事
務
事
業

　
③
「
改
善
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
百
六
十
事
務
事
業

　
④
「
縮
小
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
事
務
事
業

　
⑤
「
統
合
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十一事
務
事
業

　
⑥
「
廃
止
」・「
終
期
設
定
」
…
…
…
十
三
事
務
事
業

　

各
事
務
事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。ま
た
、本
庁
行
政
改
革
推
進
室
と
各
支
所
市
民
生

活
課（
総
務
係
）で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
行
政
改
革
推
進
室

事

務

事

業

評

価

結

果

に

つ

い

て

平
成
二
十
年
度
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教
員
免
許
更
新
制
の
実
施

　

四
月
か
ら
教
員
免
許
更
新
制

が
実
施
さ
れ
ま
す
。平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
教
員

免
許
状
を
取
得
し
た
現
職
教
員

は
、各
自
の
修
了
確
認
期
限
ま

で
に
三
十
時
間
以
上
の
免
許
状

更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
し
、勤

務
す
る
学
校
が
所
在
す
る
都
道

府
県
の
教
育
委
員
会
に
必
要
な

手
続
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
で
現

職
教
員
で
な
い
人
は
、免
許
状

更
新
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、各
自
の
修
了

確
認
期
限
ま
で
に
免
許
状
更
新

講
習
を
受
講
・
修
了
し
な
く
て

も
、お
持
ち
の
免
許
状
が
失
効

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、臨
時
ま
た
は
非
常
勤

の
講
師
と
し
て
学
校
に
勤
務
す

る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

各
自
の
修
了
確
認
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
場
合
、勤
務
前
に
免
許

状
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
な
ど
に

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
各
自
の

修
了
確
認
期
限
前
ま
た
は
期
限

後
に
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。　

　

な
お
、登
録
は
更
新
講
習
受

講
資
格
の
付
与
に
必
要
な
も
の

で
あ
り
、直
ち
に
採
用
が
決
定

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、岡
山
県
教
育
委

員
会
教
職
員
課
給
与
免
許
班
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
教
員
免
許
更
新
制
の
詳
細
は

　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/

 w
w

w
.m

e
x

t.
g

o
.jp

/a
_m

en
u

/sh
o

to
u

/
koushin/index.htm

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
県
教
育
委
員
会

　

教
職
員
課
給
与
免
許
班

　

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
５
７
９

　

原
動
機
付
自
転
車・

　

軽
自
動
車
な
ど
の
手
続
き
は

　

お
済
み
で
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、

そ
の
課
税
地
は
軽
自
動
車
な
ど

を
常
時
置
い
て
い
る
市
町
村
と

な
っ
て
い
ま
す
（
乗
用
型
農
業

用
機
械
も
税
の
対
象
に
な
り
ま

す
）。次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る

場
合
は
、三
月
三
十
一
日
ま
で
に

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
所
有
者
・
車
両
と
も
赤
磐
市

か
ら
転
出
し
て
い
る
…
新
住

所
地
へ
登
録
変
更

◎
他
人
に
譲
渡
し
た
が
、名
義

変
更
の
手
続
き
が
で
き
て
い

な
い
…
新
所
有
者
へ
名
義
変

更
◎
死
亡
し
た
人
の
名
義
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
…
新
所
有
者
へ

名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
申
告

◎
す
で
に
使
用
し
て
い
な
い
…

廃
車
申
告

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ



特定最低賃金（岡山県内） 時間額
耐火物製造業 789円
鉄鋼業 801円
空気圧縮機・ガス圧縮機・送風機、家庭用エレベータ、冷凍機・温湿調整装置、玉軸受・こ
ろ軸受、農業用機械、縫製機械、生活関連産業用機械、基礎素材産業用機械、半導体・
フラットパネルディスプレイ製造装置、真空装置・真空機器、ほかに分類されない生産
用機械・同部分品、事務用機械器具、サービス用・娯楽用機械器具製造業

783円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 719円
自動車・同附属品製造業 772円
船舶製造・修理業，舶用機関製造業 800円
各種商品小売業 735円

　
❖表に掲げる産業の事業場は、それぞれ該当する特定最低賃金が適用されます。
　ただし、次に掲げる人については、「岡山県最低賃金」が適用されます。 

①18歳未満または65歳以上の人 
②雇入れ後6月未満の人であって、技能習得中の人
　なお、「鉄鋼業」「自動車・同附属品製造業」「船舶製造・修理業，舶用機関製造業」については、

雇入れ後3月未満の人であって、技能習得中の人 
③清掃または片付けの業務に主として従事する人

❖特定最低賃金が適用されない労働者は、「岡山県最低賃金」が適用されます。 

❖地域別最低賃金と同様に、次の賃金は、最低賃金に算入されません。 
①精皆勤手当・通勤手当・家族手当　②時間外手当・休日手当・深夜手当 
③臨時に支払われる賃金　④１月をこえる期間ごとに支払われる賃金

問い合わせ先 ▶ 岡山労働局賃金室 ☎086-225-2014　
▶ 岡山労働基準監督署 ☎086-225-0591

岡山県の
最低賃金は

時 間 額
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赤
磐
市
く
ら
し
を
考
え
る

　

消
費
者
の
つ
ど
い

日　

時　

二
月
二
十
六
日（
木
）

　

午
後
一
時
～

場　

所

　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

内　

容

◦
講
演「
健
や
か
に 

艶
や
か
に

～
健
康
に
賢
く
過
ご
す
生
活

の
ポ
イ
ン
ト
～
」

　
〈
講
師
〉

　
　

市
職
員　

内
田
雅
子

　
　
（
管
理
栄
養
士
）

◦
寸
劇（
山
陽
班
）

　
「
悪
質
商
法
の
手
口
に
遭
わ

な
い
た
め
に
」

※
消
費
生
活
会
員
の
作
品
展
示

（
三
階
展
示
講
座
室
）

参
加
費　

無
料

主　

催　

　

赤
磐
市
消
費
生
活
問
題

　

研
究
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
協
働
推
進
室

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



備 前 国 分 寺 跡

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

20年12月中 106 26 2 3 30 80 

19年12月中 88 26 0 4 30 62 

増          減 ＋18 ±0 ＋2 -1 ±0 ＋18 

20年12月末 1,077 303 2 33 388 774 

19年12月末 1,080 324 2 38 391 756 

増          減 -3 -21 ±0 -5 -3 ＋18 

■平成20年赤磐市交通事故発生状況（12月）
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（5）

1
（4）

0
（0）

1
（6）

2
（15）

10
（112）

44
（564）

10
（119）

10
（171）

74
（966）

東出
張所

1
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（6）

1
（10）

6
（47）

13
（186）

8
（51）

5
（51）

32
（335）

北出
張所

1
（5）

0
（1）

0
（0）

0
（5）

1
（11）

4
（26）

13
（157）

3
（44）

2
（17）

22
（244）

計 2
（14）

1
（5）

0
（0）

1
（17）

4
（36）

20
（185）

70
（907）

21
（214）

17
（239）

128
（1545）

■平成20年赤磐市火災・救急発生状況（12月）

※（　）にあっては平成20年の累計を示す

　市では、備前国分寺跡（馬屋）の史跡整備を目
的として、平成15年度から発掘調査を実施して
います。
　第6次調査にあたる今年度は、僧房の瓦積基
壇や回廊の礎石などが発見され、多くの瓦や土
器が出土しました。
　こうした最新の調査成果や出土品を、いち早く
市民の皆さんにご覧いただくために、発掘調査
の速報展を開催します。

●期　間……2月3日（火）～3月1日（日）
　　　　　　（月曜・祝日休館）
●会　場……山陽郷土資料館（下市）
●入館料……無料
●開館時間…午前9時～午後5時
●問い合わせ先
　教育委員会社会教育課文化財係（山陽郷土資料館）

　3期9年という長きにわたり人権擁護委員とし
て活動していただいた山陽地域の田代邦彦さん
が12月末をもって、任期満了となり退任され、新
しく前原春二さんが委員として就任されました。
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した、さまざ
まな分野で活動されている人たちです。地域の
中で人権思想を広め、地域住民の人権が侵害さ
れないように配慮し、法務局と連携しながら、市
民の人権を守るために、中立・公正な立場で人権
相談や啓発活動など
を行っています。
　人権相談は、各地
域で定 期 的に開 催
しています。身近な
問題でお困りの人は、
お気軽にご相談くだ
さい。

発 掘 調 査 の 速 報 展 開 催

～ 選びます 市の未来を託す人 ～

●問い合わせ先／市民課人権・男女共同参画係

人 権 擁 護 委 員 に
前
まえ

原
はら

春
しゅん

二
じ

　 が就任さ
ん

◆告 示 日……3月22日（日）　◆投 票 日……3月29日（日）
◆投票時間……午前7時から午後8時まで
◆開　　票……と　き／3月29日（日） 午後9時20分から
　　　　　　　ところ／山陽ふれあい公園総合体育館

投票用紙の色は、
○赤磐市長選挙……………うす黄色
○赤磐市議会議員選挙……白色
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ど
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く
だ
さ
い
。



熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会

特
別
講
演
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
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　赤磐市馬屋地内から穂崎地内の県道岡山吉井線（県道番号２７号線）４車線化道路工事が３月中旬
（予定）に完成し開通します。現状の対面交互通行から４車線化（片側２車線化）により、下図のように
走行車線が変更します。なお、開通後も一部片側交互通行により道路工事を行いますのでご協力をよ
ろしくお願いします。

本庁 建設課

開通に伴うご案内

3月中旬
（予定）

＜現　状＞ ＜開通後＞

＜現　状＞ ＜開通後＞

【
日
　
時
】

　
二
月
十
四
日（
土
）

　
午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

【
場
　
所
】　

　
岡
山
市
西
河
原
一
ノ
六
ノ
一

　
就
実
大
学
Ｔ
館
四
〇
二
教
室

【
演
題
お
よ
び
講
師
】

○「
朝
鮮
半
島
の
石
積
み
祭
祀
遺
跡
」

　
就
実
大
学
　
賈
鐘
壽
教
授

○「
安
養
寺
裏
山
経
塚
群
」

　
前
倉
敷
考
古
館
　
真
壁
忠
彦
館
長

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
山
遺
跡
群
調
査
研
究
会
事
務
局

　
金
光
久
子

　
☎（
９
９
５
）０
２
４
５

山陽自動車道

工事中

岡
山
市
街 

方
面

赤
磐
市
街 

方
面

山陽自動車道岡
山
市
街 

方
面

岡
山
市
街 

方
面

赤
磐
市
街 

方
面

赤
磐
市
街 

方
面



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
熊　山　支　部 かす汁・じゃがいものスープ

　今月は寒い季節にぴったりの汁物レシピの
中から、熊山支部栄養委員がおすすめの2品を
ご紹介します。

◆材料（6人分）
　●塩ざけ…150㌘　●にんじん…½本
　●だいこん…4㌢　●里いも…150㌘
　●薄揚げ…½枚　●こんにゃく…½枚
　●白ねぎ…½本　●だし汁…4カップ
　●酒かす…100㌘　●みそ…２０㌘
　●七味とうがらし・・少 （々お好みで）

◆作り方
①　ボウルに酒かすを小さくちぎって入れ、
　　ひたひたの熱湯にしばらくつけてやわ
　　らかくし、みそを加えてよく練ります。
②　里いもは皮をむき、塩少 （々分量外）を
　　振って手でもんでから輪切りにします。
③　にんじん、だいこんをたんざく切りにし、
　　塩ざけはひと口大に切ります。
④　薄揚げは熱湯をかけて余分な油を抜き、
　　こんにゃくは塩少 （々分量外）を振って
　　手でよくもみ水洗いして、それぞれた
　　んざく切りにします。
⑤　鍋にだし汁、②～④を入れて火にかけ、
　　アクを取りながら八部通り煮ます。
⑥　①を煮汁で溶きいれて煮たら、ぶつ切
　　りにした白ねぎを加えてひと煮たちさ
　　せます。

◆材料（4人分）
　●じゃがいも…300㌘
　●たまねぎ…250㌘
　●水…600cc
　●固形スープの素…2個
　●牛乳…300cc　●生クリーム…200cc
　●塩…小さじ¹⁄₃　●パセリ…少々

◆作り方
①　鍋にＡを入れ、弱火で煮る。やわらかく
　　煮えたら煮汁ごと裏ごしする（ミキサー
　　でもよい）
②　再び鍋に戻して弱火で煮る。
③　とろりとしてきたら牛乳を加え、さらに
　　生クリームを加え一煮する。
④　塩少々で味を調えてできあがり。

A

かす汁

じゃがいものスープ
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

　

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る「
箏（
こ
と
）・尺
八・三
絃（
し
ゃ
み
せ

ん
）」同
好
者
の
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
、流

派
不
問
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】三
月
八
日（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

【
場
　
所
】高
月
公
民
館（
穂
崎
）

【
参
加
費
】千
三
百
円（
写
真
代
は
別
途
）

【
研
修
曲
】

◦
ま
ま
の
川（
菊
岡
検
校
）　

◦
御
代
の
祝（
宮
城
道
雄
）

◦
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花（
野
村
倫
子
編
曲
）

◦
尺
八
本
曲
朝
霧（
中
尾
都
山
）

【
主
　
催
】

◦
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽・熊
山
支
部（
三
曲
グ
ル
ー
プ
）　

◦
赤
磐
三
曲
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
代
表
・
水
島 

☎（
９
５
５
）２
５
４
９

箏
・
尺
八
・三
絃
　
合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ
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11月
12月

ま ち の わ だ い

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
考
え
よ
う

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
設
セ
ミ
ナ
ー
in
赤
磐

　
十
二
月
二
十
一
日（
日
）、中
央
公
民
館
で
、「
第
二
回
赤

磐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、赤
磐
市
の

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
考
え
よ
う
と
、体
育
協
会

主
催
で
開
催
。広
島
市
立
大
学
准
教
授
の
曾
根
幹
子
先

生
の
基
調
講
演
や
、環
太
平
洋
大
学
塩
原
正
長
先
生
、お

か
や
ま
広
報
ス
タ
ッ
フ
の
小
野
江
里
子
さ
ん
ら
の
コ
ー
ディ

ネ
ー
ト
で
参
加
者
全
員
に
よ
る
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
と
そ
こ
に
住
む
市
民
を
ど

う
し
た
い
の
か
、主
役
に
な
る
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
し

て
い
こ
う
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

心
癒
す
美
し
い
音
色
が

観
客
を
魅
了赤

磐
市
民
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト

　
十
二
月
十
日(

水)

、赤
磐
市
民
病
院
で
昨
年
に
引

き
続
き
、ふ
れ
あ
い・
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、患
者
や
市
民
約
七
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、大
阪
音
大
Ｏ
Ｂ「
幸
楽
会
」

岡
山
支
部
の
主
催
で
行
な
わ
れ
、澄
ん
だ
音
色
の
ク

ワ
イ
ア
チ
ャ
イ
ム
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、温
か
い
音
色
の
マ

リ
ン
バ
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、観
客
も
一
緒

に
参
加
し
て
歌
う
コ
ー
ナ
ー
や
病
院
職
員
と
の
合
同

演
奏
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、美
し
い
旋
律
が

ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
り
、観
客
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
民
病
院
で
は
、地
域
に
開
か
れ
、よ
り
市
民

に
親
し
ま
れ
る
病
院
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、三
年
前

か
ら
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

が
ん
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン赤

磐
市
健
康
ま
つ
り
開
催

　
十
二
月
十
四
日（
日
）、赤
磐
市
愛
育
委
員
協
議
会
お
よ
び
赤
磐

市
栄
養
改
善
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
と
中
央

公
民
館
で
、が
ん
撲
滅
キ
ャ
ン
ペー
ン
と
し
て
赤
磐
市
健
康
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
足
指
力
・
骨
密
度
・
血
流
・
呼
気
の
各
測
定
、栄
養
ク
イ

ズ
、食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、飛
鳥
汁（
牛
乳
入
り
味
噌
汁
）

の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、共
催
し
た
赤
磐
市
民
病
院
は
測

定
機
持
参
で
血
管
年
齢
測
定
を
実
施
し
、参
加
者
は
自
分
の
体
の

状
態
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
あ
わ
せ
て
、赤
磐
市
の
胃
が
ん
検
診
と
女
性
が
ん
検
診
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
く
の
人
た
ち
が
、健
康
や
が
ん
予
防
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、考

え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▲がん検診と体験コーナーに多くの女性が訪れました

▲一緒に音楽を楽しむ観客

▲これからのスポーツ環境について語り合う参加者
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百
歳
お
め
で
と
う大

賀 

勝
惠 

さ
ん（
山
陽
三
丁
目
）

　
十
二
月
二
十
二
日（
月
）、荒
嶋
市
長
ら
が
、二
十
三
日
に
百

歳
を
迎
え
る
大
賀
さ
ん
を
祝
福
し
よ
う
と
介
護
老
人
保
健
施

設
ア
ル
テ
ピ
ア
せ
と
を
訪
問
。家
族
や
施
設
職
員
が
見
守
る
な

か
、市
と
県
か
ら
記
念
品
や
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
賀
さ
ん
は
、倉
敷
市
児
島
で
四
人
姉
妹
の
末
っ
子
と
し
て

誕
生
。ミ
シ
ン
工
場
を
営
む
家
庭
に
嫁
ぎ
一
女
を
も
う
け
ま
し

た
。忙
し
く
子
育
て
を
し
な
が
ら
、従
業
員
の
世
話
や
家
事
を

こ
な
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、長
女
一
家
と
同
居
し
、週
二
回
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
か

た
わ
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
花
を
育
て
、そ
れ
を
み
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、「
身
の
回
り
の
こ
と
な

ど
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
し
て
、調
子
の
悪
い
と
き
に
は
無
理

を
し
な
い
で
医
者
に
か
か
る
」と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▶
市
長
か
ら
の
祝
い
を
笑
顔
で
受
け
取
る
大
賀
さ
ん

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
医
療
や
教
育
の

番
組
を
作
り
た
い

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
市
長
を
表
敬
訪
問

　
十
二
月
十
七
日（
水
）、国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）青
年
海
外
協
力
隊
員
の
西
岡
優
子
さ
ん（
二
井
）

が
、タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
出
発
あ
い
さ
つ
の
た
め
、荒
嶋
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
西
岡
さ
ん
は
、一
月
か
ら
二
年
間
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ザ

ン
ジ
バ
ル
放
送
局
に
派
遣
さ
れ
、現
地
ス
タ
ッ
フ
に
技

術
指
導
や
番
組
制
作
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　「
大
学
時
代
か
ら
ず
っ
と
放
送
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。タ
ン
ザ
ニ
ア
で
医
療
や
教
育
の
番
組
を
作
り
、

放
送
技
術
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
で
す
」と
笑
顔
で

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲中身はどんな様子かな

親
子
で
一
緒
に
農
業
体
験

両
宮
地
域
ぐ
る
み
活
動
協
議
会

　
協
議
会
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、｢

親
子

で
参
加
の
農
業
体
験
活
動｣

を
実
施
し
ま
し

た
。六
月
に
大
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
付

け
、八
月
三
日
に
は
大
き
く
な
っ
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
収
穫
。二
十
九
日
に
は
調
理
実
習
と

試
食
会
を
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
七
日
に
は
、九
月
に
植
え
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
で
す
。

　
三
カ
月
間
、土
の
中
で
丸
々
と
大
き
く
育

っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、子
ど
も
た
ち
の
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
、次
々
と
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
後
、高
月
公
民
館
で
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
大
豆
を
材
料
に
、地
域
の
人
と
一
緒
に

調
理
実
習
。自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
料
理
は
、

格
別
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
食
の
安
全
性
や
食
育
、食
料
自
給
率
の
向

上
や
地
産
地
消
な
ど
、農
業
と
食
生
活
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、農
業
体
験
活
動
は
、

協
議
会
役
員
、地
元
栄
養
委
員
、県
普
及
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
学
校
給
食
で
は
、市
内
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
を
積
極
的
に
給
食
に
使
用
。岡
山

東
農
協
や
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
学
校
給
食
で
の
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、市
内
の
幼
稚
園
や
小
学
校
で
も
農

業
活
動
を
す
す
め
て
お
り
、体
験
を
通
し
て

農
業
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

▲抱負を市長に伝える西岡さん

▲うまく真ん丸にできたかな

▲どんな料理にするのかな

▲みんなでジャガイモ掘り
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年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
街
頭
啓
発
活
動

　
年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

（
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
一
月
四
日
）期
間
中
で
あ

る
十
二
月
十
五
日（
月
）・
十
六
日（
火
）の
二
日
間

に
わ
た
り
、赤
磐
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を

中
心
に
、市
内
の
ス
ー
パ
ー
四
カ
所
で
街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
十
五
日
の
山
陽
マ
ル
ナ
カ
山
陽
店
で
の
啓
発
活

動
に
は
、関
係
者
約
三
十

人
が
参
加
し
、飲
酒
運
転

根
絶
の
チ
ラ
シ
や
夜
光
反

射
材
付
の
手
袋
を
配
布

し
、環
太
平
洋
大
学
の
学

生
は
、着
ぐ
る
み
姿
で
買

い
物
客
に
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
激
増
！

　
　
　
交
通
死
亡
事
故
抑
止

　
　
　
　
　
　
緊
急
対
策
出
発
式

　
赤
磐
警
察
署
管
内
で
は
、十
二
月
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間

に
総
事
故
件
数
百
十
二
件（
前
年
比
＋
四
十
八
件
）、内
人
身
事
故

件
数
三
十
六
件（
前
年
比
＋
十
一
件
）内
交
通
死
亡
事
故
件
数
三
件

（
前
年
比
＋
三
件
、内
赤
磐
市
二
件
）と
交
通
事
故
が
多
発
し
た
こ

と
か
ら
、十
二
月
二
十
四
日（
水
）、赤
磐
警
察
署
で
、署
を
中
心
に
赤

磐
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、岡
山
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、赤

磐
交
通
安
全
協
会
、赤
磐
交
通
警
察
協
助
員
な
ど
関
係
者
約
百
人

の
参
加
に
よ
り
、交
通
死
亡
事
故
抑
止
緊
急
対
策
出
発
式
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
出
発
式
の
後
は
、白
バ
イ
六
台
・パ
ト
カ
ー
四
台
・
交
通
指
導
車
四

台
に
よ
り
、県
警
本
部
交
通
機
動
隊
お
よ
び
赤
磐
警
察
署
員
は
交
通

取
り
締
ま
り
を
実
施
し
、市
は
交
通
指
導
車
に
よ
り
、交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

赤
磐
八
十
八
カ
所

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
三
十
日（
日
）、「
赤
磐

八
十
八
カ
所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ
、市
内
外

か
ら
八
十
六
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
育
指
導
委
員
か
ら
正
し
い
歩
き
方
の
指
導
を
受

け
、ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
の
五
つ
の
札
所
を
歩
い
て
巡

り
ま
し
た
。

　
山
陽
郷
土
資
料
館
高
畑
学
芸
員
か
ら
、赤
磐

八
十
八
カ
所
霊
場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
各
札
所
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

響
き
渡
る
音
色
が

　
　
　
　
聴
衆
を
魅
了

赤
磐
市
音
楽
祭

　
十
二
月
七
日（
日
）、赤
磐
市
音
楽
祭
～
大

阪
フィ
ル
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
金
管
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
～
が
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、五
人
の
奏
者
が
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
ル
ン
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、チ
ュ
ー
バ
な
ど
を
使
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
大
阪
フィ
ル
交
響
楽
団
団
員
で
あ
る
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
、「
ペ
リ
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」「
金

管
五
重
奏
の
為
の
小
品
」「
ス
イ
ス
組
曲
」「
ア

メ
リ
カ
組
曲
」な
ど
数
曲
が
披
露
さ
れ
、管
楽

器
独
特
の
響
き
渡
る
音
が
約
二
百
人
の
聴
衆

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▼熊山地域での啓発活動

▲山陽地域での啓発活動

▶
赤
磐
署
前
で
の
出
発
式
の
様
子

▶
交
通
取
締
り
に
出
発
す
る

　
県
警
本
部
交
通
機
動
隊

▶
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

　
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た

◀
第58番札所（真福寺・正崎）
で説明を聞く参加者

絶好のウォーキング日和▶



広報あかいわ（平成21年2月号）31

広報あかいわ
2009 2月号 No.47

発　行　岡山県赤磐市下市344
　　　　赤磐市役所
編　集　総務部秘書課
　　　　TEL.955-4770
　　　　FAX.955-1261
発行日　平成21年2月1日
ＵＲＬ　http://www.city.akaiwa.lg.jp

　

成
人
式
の
週
末
、日
本
に
寒
波
が

押
し
寄
せ
、北
国
で
は
雪
の
中
の
成

人
式
の
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。お
か
げ
さ
ま
で
赤
磐
市
の
成
人

式
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。写
真

を
見
る
と
、ど
の
顔
も
希
望
に
満
ち

溢
れ
、若
さ
が
は
じ
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
る

の
は
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
の
路
上

生
活
の
話
、政
治
へ
の
批
判
、あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
発
生
し
て
い
る
火
事
な
ど
、

う
ん
ざ
り
す
る
報
道
ば
か
り
で
す
。

　

今
月
号
で
成
人
式
と
、消
防
出
初

式
の
記
事
が
続
い
て
い
る
の
も
、何

か
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、た
だ
た
だ
元
気

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

（
え
む・テ
ィ
）

編

集

後

記

人
の
模
範
と
な
る

　
　
　
善
行
少
年
表
彰

赤
磐
警
察
署

　
十
二
月
十
一
日（
木
）、赤
磐
警
察
署
で
、次
の
団
体
・

個
人
が
善
行
少
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
吉
井
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
演
奏
技
術
の
向
上
に
向
け
部
活
動
に
熱
心
に
取
り

組
み
、ま
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
高
齢
者
福
祉
施
設

な
ど
に
出
掛
け
演
奏
会
を
実
施
し
、地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

○
森
景
達
也
く
ん（
城
南
小
六
年
）

　
登
校
班
長
と
し
て
周
囲
へ
の
目
配
り
、下
級
生
の
安

全
確
保
な
ど
、安
全
に
配
慮
し
、加
え
て
交
通
マ
ナ

ー
な
ど
の
規
範
意
識
も
高
く
、他
の
生
徒
の
模
範

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
椿
　
善
明
く
ん（
高
陽
中
二
年
）

　
市
教
育
委
員
会
主
催
の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
貢
献
し
て
い
ま
す
。

多
賀
に
新
工
場
を
建
設

㈱
テ
ィ
ム
ス
と
立
地
協
定
書
調
印

　
十
二
月
二
十
二
日（
月
）、赤
磐
市
役
所

で
㈱
テ
ィ
ム
ス
立
松
社
長
、荒
嶋
市
長
、小

引
市
議
会
議
長
、友
次
多
賀
区
長
な
ど
が

出
席
し
、㈱
テ
ィ
ム
ス
が
テ
ク
ノ
ポ
ー
ル
赤

坂
多
賀
工
場
用
地
に
新
工
場
を
建
設
す

る
に
あ
た
り
、立
地
協
定
書
の
調
印
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
工
場
の
概
要（
予
定
）は
次
の
と
お
り

で
す
。

名
　
称
　
㈱
テ
ィ
ム
ス
赤
磐
工
場

場
　
所
　
多
賀
二
五
〇
九
ノ一
七

敷
地
面
積
　
約
三
万
三
千
平
方
㍍

　（
平
地
面
積
約
一
万
二
千
平
方
㍍
）

建
物
面
積
　
約
千
九
百
平
方
㍍

　（
鉄
骨
平
屋
建
一
部
二
階
建
）

操
業
年
月  

平
成
二
十
一
年
五
月

投
資
額
　
約
五
億
円

事
業
内
容
　
自
動
車
部
品
の
製
造
な
ど

従
業
員
数
　
約
十
五
人

赤
磐
八
十
八
カ
所

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
三
十
日（
日
）、「
赤
磐

八
十
八
カ
所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ
、市
内
外

か
ら
八
十
六
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
育
指
導
委
員
か
ら
正
し
い
歩
き
方
の
指
導
を
受

け
、ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
の
五
つ
の
札
所
を
歩
い
て
巡

り
ま
し
た
。

　
山
陽
郷
土
資
料
館
高
畑
学
芸
員
か
ら
、赤
磐

八
十
八
カ
所
霊
場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
各
札
所
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

熊
山
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
二
冠

　
赤
磐
市
体
育
協
会
に
所
属
す
る
熊
山
ホ
ッ
ケ
ー

ク
ラ
ブ（
ラ
ブ
ベ
ア
ー
ズ
）は
、十
月
二
十
五
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
篠
山
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
長
杯（
十
九

チ
ー
ム
参
加
・
兵
庫
県
）と
、十
一
月
一
日（
土
）に
開

催
さ
れ
た
瀬
戸
町

杯（
十
八
チ
ー
ム
参

加
・
岡
山
市
）で
、共

に
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
を
ま
と

め
る
六
年
生
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
で
、

日
々
目
標
を
持
っ
て

練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。古
豪
島

根
県
を
は
じ
め
、西

日
本
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
強
豪
チ
ー
ム
を

次
々
と
倒
し
岡
山
県

女
子
の
チ
ー
ム
と
し

て
初
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

（
赤
磐
市
ホ
ッ
ケ
ー

協
会
）
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■
戸
津
野
の
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

筺
印
塔

　
市
指
定
文
化
財（
戸
津
野
）

　
宝
篋
印
塔
は
こ
れ
ま
で
も「
史

跡
探
訪
」で
何
度
か
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
供
養
塔
の
一
種
で
す
。宝

篋
と
は
仏
舎
利（
仏
陀
の
遺
骨
）

や
、仏ぶ

っ
し
ゃ
り

舎
利
の
功く

ど
く徳

を
説
い
た
お

経「
陀だ

ら羅
尼に

き
ょ
う経
」を
納
め
た
容
器

を
意
味
し
て
お
り
、そ
れ
を
か
た
ど

っ
た
塔
を
宝
篋
印
塔
と
呼
び
ま
す
。

平
安
時
代
に
中
国
か
ら
金
銅
製
の

宝
篋
印
塔
が
伝
来
し
、鎌
倉
時
代

の
中
ご
ろ
か
ら
墓
碑
や
供
養
塔
に

転
化
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。岡
山

県
は
宝
篋
印
塔
が
盛
ん
に
造
ら
れ

た
地
域
で
あ
り
、な
か
で
も
美
作

地
方
南
部
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
戸
津
野
と
西
勢
実
の
宝
篋
印

塔
を
じ
っ
く
り
見
て
み
ま
す
と
塔

部
が
六
角
形
で
あ
る
こ
と
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。普
通
宝
篋
印
塔

は
上
か
ら「
相
輪
」、馬
耳
形
の
隅

飾
突
起
の
あ
る「
笠
」、四
方
に
仏

像
や
梵
字
の
彫
ら
れ
た
四
角
形
の

「
塔
身
」、こ
れ
ら
を
支
え
る「
基

礎
」で
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
こ
の
二
基
の
宝
篋
印
塔
の
塔

身
は
六
角
形
を
し
て
お
り
、各
面

に
地
蔵
菩
薩
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
蔵
の
姿
を
彫
っ
た
六
角
柱
の

石
造
物
と
し
て
室
町
時
代
に
地
蔵

信
仰
の
隆
盛
と
と
も
に
造
ら
れ
た

六
地
蔵
石せ

き
ど
う幢
が
あ
り
ま
す
。石
幢

と
は
本
尊
を
安
置
す
る
寺
の
内
陣

に
か
け
る
飾
り
布（
幢
）を
か
た
ど

っ
た
も
の
で
あ
り
、高
梁
市
の
保

月
石
撞
や
新
見
市
の
六
面
石
撞
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
撞
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
赤
磐

市
の
宝
篋
印
塔
は
岡
山
県
内
で
も

類
例
は
少
な
く
、同
様
の
も
の
は

久
米
南
町
に
数
基
み
ら
れ
、所
に
よ

っ
て
は「
し
ゃ
く
ど
う
さ
ま
」な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。久
米
南
町
の

六
地
蔵
の
彫
ら
れ
た
石
造
物
は
安

山
岩
製
で
室
町
時
代
の
作
と
推
定

さ
れ
る
も
の
の
、塔
身
以
外
は
ほ

か
の
宝
篋
印
塔
や
五
輪
塔
の
石
材

と
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
戸
津
野
の
宝
篋
印
塔
は
塚
の

巨
木
の
根
元
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、

基
礎
か
ら
相
輪
ま
で
の
高
さ
は

百
十
五
㌢
、室
町
時
代
の
作
と
考

え
ら
れ
ま
す
。基
礎
下
に
花
崗
岩

製
の
台
座
石
を
置
き
、基
礎
か
ら

相
輪
ま
で
は
凝
灰
岩
製
と
思
わ
れ

ま
す
。塔
身
部
に
地
蔵
菩
薩
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
が
、六
面
の
う
ち
二

面
と
笠
の
隅
飾
り
、相
輪
の
宝
珠

は
欠
損
し
て
い
ま
す
。

■
西
勢
実
の
宝
篋
印
塔

　
市
指
定
文
化
財（
西
勢
実
）

　
戸
津
野
か
ら
西
勢
実
に
至
り
、

久
米
南
町
と
の
境
界
を
走
る
市
道

沿
い
に
、二
基
の
五
輪
塔
と
と
も
に

宝
篋
印
塔
が
あ
り
ま
す
。五
輪
塔

は
花
崗
岩
製
で
下
部
は
埋
没
し
て

い
ま
す
。宝
篋
印
塔
も
下
部
が
土

に
埋
没
し
て
お
り
、地
上
に
見
え

て
い
る
部
分
の
高
さ
は
九
十
九
㌢
、

笠
の
隅
飾
り
と
相
輪
の
宝
珠
は
戸

津
野
の
も
の
と
同
様
に
欠
損
し
て

い
ま
す
。石
材
や
大
き
さ
、ま
た
地

蔵
の
彫
り
方
な
ど
は
戸
津
野
の
も

と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、製
作

時
期
も
戸
津
野
と
同
様
に
室
町

時
代
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
五
輪
塔
と
宝
篋
印
塔
は

も
と
も
と
市
道
の
下
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、道
路
改
修
工
事
に
伴

い
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

向
い
の
山
に
は
中
世
の
山
城「
中

山
城
址
」が
あ
り
、こ
の
城
に
ゆ
か

り
の
あ
る
供
養
塔
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。（

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

▲戸津野の宝篋印塔▲

▲西勢実の宝篋印塔
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